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黄
褐
色
の
羽
を
持
ち
、
桜
色
の
卵
を
生
む
鶏

「
三
河
種
」
を
ご
存
じ
で
す
か
。

明
治
三
十
年
代
に
現
在
の
岡
崎
市
で

作
り
出
さ
れ
た
こ
の
三
河
種
は
、

戦
後
し
ば
ら
く
ま
で
、
三
河
地
域
だ
け
で
な
く

広
く
県
外
で
も
飼
育
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
で
は
生
産
効
率
の
よ
い

三
河
種

白
色
レ
グ
ホ
ー
ン
な
ど
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
、

農
家
か
ら
姿
を
消
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
在
来
種
が
絶
滅
の
危
機
に
あ
る
現
在
、

細
ｎ
町
に
あ
る
農
林
水
産
省

家
畜
改
良
セ
ン
タ
ト
岡
崎
牧
場
で
は
、

貴
重
な
遺
伝
資
源
と
し
て
、

こ
の
三
河
種
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
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金　元日、新年交礼会(市総合体育館武道館、10:30～)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－土

日　新春乙川マラソン(殿橋下流乙川河川敷、10:00～)

月　御用始め

火　小寒

水

木　市立小中学校始業式

金

一
土

一
日

一
月

一
火

一
水

一
木

一
金

一
土

一
日

一
月

一
火

一水

一木

一
金

一
土

一日

一
月

一
火

一
水

一
木

市役所土曜閉庁日

消防出初式(殿橋下流乙川河川敷、10:00～)

鏡開き

成人の日、岡崎市成人式(市総合体育館武道館、目:00～)

市長と話しあう会(六ツ美市民センター、19:00～)

大寒

市長と話しあう会(東部市民センター、19:00～)

市役所土曜閉庁日

岡崎市民駅伝競走大会(中央総合公園、

市長と話しあう会(岩津市民センター、

9:00～）
-
19:00～）

市長と話しあう会(南部市民センター、19:00～)

29･金

30･土

31･日　星空に親しむ親子の集い(少年自然の家、16:00～)

Ｉ
一 一

・成人式…「成人の日」は、大人になったことを自覚し、

自ら生き抜こうとする青年を祝い励ます日です。市内

の新成人は男性2.972人、女性2.B51人の合計5,823人。

岡崎市では、15日午前11時から岡崎市総合体育館で、

次代を担う若い皆さんの門出をお祝いします。

・こどもの遊び展…今、おかざき世界子ども美術博物

館では、「こどもの遊び展」を開催しています。昭和30

年代を中心に、日本の伝統的遊びを子どもたちに紹介

し、実際に親しんでもらおうというものです。お父さ

んやお母さんたちか親しんだ遊びを子ともたちに伝え

るよい機会ではないでしょうか。会期は１月31日まで

（12月28日～１月４日、１月12日、月曜日、祝日の翌日

は休館）です。

■七草がゆ…春の七草「せり、なずな、ごぎょう、は

こべ、ほとけのざ、すすな、すすしろ」。正月七日の朝

に、七草かゆを食べると病気をしないという言い伝え

があります。これは、冬場に不足するビタミンＣの補

給や、正月に負担をかけた胃腸を休ませるということ

からも合理的なことです。七草かゆは、私たちの祖先

の「生活の知恵」と言えるようです。
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▲メジロ／東公園

▲コサギ／竜美丘会館前乙川
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市の鳥

ハクセキレイ

　全長は約eor。

頭･胸･背は黒色、

顔と下面は白色、

目には太い黒線か

通っています。

　　(矢作橋付近)
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▲ツグミ／竜美ヶ丘公園

▲ユリカモメ／殿橋周辺

●

▲ヨシガモ／岡崎公園

自

●

▲ツミ／東公園

山
地
、
清
流
、
平
野
と
変
化
に
富
む
自
然
に
恵
ま
れ
た
岡
崎
市
に
は
、
鳥
た
ち
の
生

活
の
舞
台
が
い
っ
ぱ
い
。
矢
作
川
や
乙
川
、
東
公
園
、
岡
崎
公
園
な
ど
市
内
で
は
、

二
百
種
近
く
の
野
鳥
が
観
察
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
冬
は
渡
り
鳥
が
多
く
、
ま
さ

に
野
鳥
の
宝
庫
と
い
え
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
写
真
協
力
Ｉ
岡
崎
野
鳥
の
会
）

!S^i^　Aキジバト／岡崎公園

▲オナガガモ／竜美丘会館前乙川

▲ゴイサギ／吹矢橋上流

▲コチドリ／矢作川

▲カワセミ／大平橋下流
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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

市
長
々
根
狐
火

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
諏
ん

で
市
民
の
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お

祈
り
巾
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
の
市
長
選
挙
で
は
、
絶
人
な
ご
支

援
を
得
ま
し
て
引
き
続
き
市
政
を
担
当
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
四
選
目
の
初
春
を

迎
え
、
責
務
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　
過
去
十
二
年
間
、
市
民
の
皆
様
と
の
対
話
の
巾

で
、
市
勢
進
艇
。
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
お
陰
を
も
ち
ま
し
て
諸
事
業
も
順
訓
に
進

み
、
人
目
三
ト
ー
万
六
千
人
を
擁
す
る
西
三
河
の

中
核
都
市
と
し
て
、
着
実
に
発
展
し
て
お
り
ま
す

こ
と
は
。
こ
の
上
な
い
喜
び
で
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
に
お
け
る
主
な
事
業
と
し
ま
し
て
は
、
徳

川
家
康
公
生
誕
四
五
〇
年
祭
と
し
て
、
季
節
の
ま

つ
り
を
ベ
ー
ス
に
し
な
が
ら
、
郷
上
の
英
雄
を
顕

杉
す
る
諸
事
業
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
岡
崎
城

や
三
河
武
士
の
や
か
た
家
康
館
の
常
設
展
示
を
一

新
さ
せ
、
観
光
・
岡
崎
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

●

　
そ
し
て
、
ト
三
年
余
り
の
歳
月
を
か
け
た
「
国

道
一
号
・
岡
崎
竜
城
通
り
環
境
整
備
事
業
」
、
待
望

の
「
岡
崎
大
橋
」
や
「
御
川
橋
」
、
さ
ら
に
は
、
本

宿
地
区
の
名
鉄
本
線
の
高
架
化
か
完
成
し
、
長
年

に
わ
た
る
地
元
の
皆
様
や
市
の
要
望
が
実
呪
し
ま

し
た
。
ま
た
、
堤
防
上
の
道
路
を
遊
歩
道
、
小
段

を
車
道
に
活
川
し
、
木
市
南
北
の
交
通
渋
滞
の
緩

和
策
と
し
て
提
案
し
て
い
た
「
欠
作
川
堤
防
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
事
業
」
に
つ
い
て
、
芙
矢
井
僑
か
ら
波

僑
間
三
百
む
の
事
業
化
が
実
呪
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
三
吐
代
宅
地
「
開
元
の
里
」
の
造
成
が

完
了
し
、
ヒ
十
六
区
幽
の
譲
受
肴
が
決
ま
り
、
次

期
開
発
地
の
選
定
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
教
介
面
で
は
、
六
ツ
美
北
中
学
校
が
開
校
し
た

ほ
か
、
福
岡
中
学
校
の
狭
陰
化
や
根
石
保
介
咽
の

老
朽
化
に
対
す
る
移
転
川
地
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
子
ど
も
の
健
全
介
成
と
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
の
場
と
し
て
建
設
を
進
め
て
い
る
「
学
区
こ

ど
も
の
家
」
も
、
二
学
区
を
除
い
て
、
整
う
こ
と

に
な
り
、
学
校
五
‐
制
や
放
課
後
の
活
動
の
場
と

し
て
喜
ば
れ
て
お
り
ま
す
。

■

･

●

　
国
際
交
流
に
つ
き
ま
し
て
は
、
友
好
都
市
の
呼

和
浩
特
市
と
の
提
携
五
周
年
を
記
念
し
て
、
両
市

長
を
団
長
と
す
る
親
推
‥
使
節
団
を
相
互
に
派
遣
す

る
と
と
も
に
、
姉
妹
都
市
に
つ
き
ま
し
て
も
巾
民

レ
ベ
ル
の
交
流
が
活
発
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
現
在
進
め
て
い
る
主
な
事
業
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
岡
崎
公
咽
で
は
、
「
大
手
門
」
や
「
坂
谷
橋
」

の
年
度
内
完
成
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
う

ち
、
昨
年
完
成
し
た
「
堀
と
せ
せ
ら
ぎ
」
は
、
Ｈ

名
山
町
の
人
工
せ
せ
ら
ぎ
で
利
川
し
た
八
帖
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
下
水
処
理
水
を
、
さ
ら
に
公
喇

に
導
い
て
再
利
用
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
「
ハ
イ
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
2
1
構
想
」
に
つ

い
て
は
、
利
川
敷
地
の
拡
大
に
伴
い
、
一
部
見
直

し
を
し
な
が
ら
、
道
路
の
上
空
と
地
ド
空
間
を
立

体
的
に
利
川
す
る
「
川
廊
構
想
」
、
さ
ら
に
は
「
公

園
地
下
駐
車
場
計
山
」
な
ど
と
の
整
合
性
を
図
り

つ
つ
、
段
階
的
に
整
備
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
い
く
つ
か
の
駐
車
場
情
報
を
一
元
化
す
る

　
「
駐
車
場
案
内
シ
ス
テ
ム
」
に
つ
い
て
は
、
平
成

六
年
度
の
稼
働
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
康
生
地
区
か
ら
名
鉄
束
岡
崎
駅
川

辺
が
、
国
の
「
う
る
お
い
、
緑
、
景
眼
ま
ち
づ
く

り
計
両
」
に
水
認
さ
れ
、
調
和
の
と
れ
た
巾
街
地

整
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
特
に
、
束
岡
崎
駅
周

辺
に
つ
い
て
は
、
昨
年
、
自
主
的
整
備
地
区
と
し

て
駅
前
街
路
の
景
観
整
備
が
終
わ
り
、
引
き
続
き

明
代
橋
の
幣
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
駅

南
道
路
・
広
場
の
整
備
を
促
進
さ
せ
な
が
ら
、
県

酉
二
河
総
合
庁
舎
の
姓
て
替
え
に
合
わ
せ
て
、
乙

川
だ
岸
堤
防
道
路
の
拡
幅
化
に
つ
い
て
研
究
し
て

皿

皿

市政だよりφおかざき1993年(平成5年)1月旧Ｏ



■新年のごあいさつ

●

お
り
ま
す
。

　
一
方
、
Ｊ
Ｒ
岡
崎
駅
刷
辺
整
備
に
つ
い
て
は
、

上
地
区
画
整
理
事
業
の
進
展
を
図
り
な
が
ら
、
本

市
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
多
核
都
心
の
一
つ
と

し
て
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
中
央
総
合
公
園
に
つ
い
て
は
、
ご
利
川

い
た
だ
い
て
い
る
市
民
球
場
や
総
合
体
育
館
に
続

き
、
弓
逆
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン

ド
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
ほ
か
、
公
園
進
入
路

の
東
公
園
ル
ー
ト
高
隆
寺
大
橋
の
建
設
も
進
め
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
来
年
の
愛
知
国
体
に
向
け
、

本
年
は
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
そ
の

ほ
か
、
文
化
ゾ
ー
ン
の
メ
ー
ン
と
な
る
芙
術
館
・

博
物
館
に
つ
い
て
は
、
文
化
団
体
な
ど
と
の
協
議

を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

　
保
健
福
祉
関
係
で
は
、
い
よ
い
よ
西
三
河
広
域

医
療
の
拠
点
と
な
る
新
病
院
の
建
設
に
向
け
て
、

造
成
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
福
祉
活
動
の
拠
点

と
な
る
「
福
祉
会
館
」
の
姓
設
に
着
于
し
ま
し
た
。

ま
た
、
「
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
は
、
束

西
南
北
と
中
央
に
逐
次
配
置
す
る
こ
と
に
し
て
お

り
ま
す
が
、
本
年
、
梅
喇
地
区
の
旧
学
芸
大
学
官

舎
跡
地
に
お
い
て
、
一
‥
ゾ
館
の
建
設
に
着
手
し
ま

す
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
研
修
・

交
流
・
情
報
の
場
と
し
て
、
高
年
者
セ
ン
タ
ー
岡

崎
の
機
能
と
連
携
を
も
ち
な
が
ら
、
お
年
寄
り
は

も
と
よ
り
、
障
害
噺
や
児
竜
の
皆
様
に
も
ご
利
用

い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
環
境
術
生
対
策
に
つ
い
て
は
、
か
ね
て
よ
り
、

矢
作
川
流
域
下
水
道
の
完
成
を
別
し
て
、
下
水
管

渠
の
築
造
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
い
よ
い

よ
本
年
四
月
、
供
川
開
始
の
連
び
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
竜
泉
寺
・
小
美
地
区
に
お
い
て
は
、
集
落

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

の
家
庭
排
水
・
し
尿
処
理
を
一
括
処
理
す
る
「
農

業
集
落
排
水
事
業
」
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
ド

水
道
区
域
外
の
地
域
に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
合

併
処
理
浄
化
槽
の
普
及
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
一
方
、
ご
み
の
減
量
、
資
源
化
を
促
進
さ
せ
る

た
め
、
中
央
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
に
「
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ
」
を
建
設
す
る
と
と
も
に
、
八
帖
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
ご
み
焼
却
施
設
を
更
新
さ

せ
、
埋
め
立
て
地
の
延
命
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
、
産
業
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
葵
及
び
東
部
地
区
工
業
団
地
の
開
発
を
進
め
、

合
歓
木
地
区
の
工
業
専
川
地
域
内
の
未
利
川
地
を

計
画
的
に
利
川
す
べ
く
整
備
を
進
め
ま
す
。
農
業

新
技
術
の
開
発
を
目
指
す
「
農
業
バ
イ
オ
セ
ン
タ

ー
」
で
は
、
本
館
で
あ
る
研
究
・
研
修
施
設
の
建

設
と
即
売
施
設
や
多

口
的
広
場
か
ら
な
る

　
「
市
民
ふ
れ
あ
い
ゾ

ー
ン
計
画
」
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
交
通

安
全
の
推
進
、
六
名

地
区
の
浸
水
防
除
を

図
る
「
六
々
１
貯
留
池
」

の
建
設
、
浸
水
地
域

の
保
水
地
保
全
を
図

る
「
浸
水
防
止
奨
励

事
業
」
、
市
営
住
宅
天

神
荘
の
建
て
朴
え
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ラ
ン
ド
構
想
の
推

逃
、
さ
ら
に
は
中
部

祈
国
際
空
港
、
第
二

●

●

東
名
自
動
車
道
な
ど
へ
の
交
通
ア
ク
セ
ス
の
研
究

な
ど
、
市
政
全
般
に
わ
た
っ
て
「
健
康
・
活
力
・

創
造
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
新
た
な
視
点
で
市
民
ニ

ー
ズ
に
積
極
的
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
最
近
の
社
会
経
済
情
勢
は
、
依
然

と
し
て
厳
し
い
調
整
局
而
に
あ
り
ま
す
が
、
き
め

細
か
な
発
想
の
も
と
に
、
生
活
環
境
の
改
善
や
福

祉
の
充
実
と
い
っ
た
「
市
民
の
生
活
に
密
粁
し
た

市
政
」
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
の
干
支
は
酉
。
い
わ
ゆ
る
、
夜
明
け
を
告

げ
る
こ
と
で
知
ら
れ
た
「
に
わ
と
り
」
で
あ
り
ま

す
。
城
下
町
岡
崎
の
歴
史
と
文
化
を
生
か
し
な
が

ら
、
「
住
み
た
く
な
る
ま
ち
」
「
行
き
た
く
な
る
ま

ち
」
づ
く
り
を
進
め
、
二
十
一
世
紀
を
拓
く
岡
崎

の
新
た
な
幕
開
け
の
年
に
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

＠



年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

市
議
会
議
長

岡
　
村
　
秀

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
年
頭
に
あ
た
り
市
議
会
を
代
表
し
、
謹

ん
で
ご
あ
い
さ
つ
を
巾
し
上
げ
ま
す
。
市

民
の
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と

と
お
慶
び
巾
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
日
ご

ろ
は
巾
政
の
運
営
は
も
と
よ
り
、
市
議
会

に
対
し
格
別
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜

り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
あ
と
八
年
と
迫
っ
た
二
十
一
此
紀
に
向

け
て
真
に
豊
か
な
市
民
生
活
を
実
呪
し
て

い
く
た
め
に
は
、
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー

ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
増
大
す
る
行
政
需

要
に
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
て

お
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
は
、
ど
の
都
市
に
お
い
て
も
画

一
的
で
は
な
く
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
色

を
生
か
し
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
本
巾
は
西
三
河
の
中

核
祁
市
と
し
て
諸
先
輩
が
築
い
た
輝
か
し

皿

毎

夫
い
歴
史
と
豊
か
な
自
然
を
生
か
し
な
が
ら

　
「
二
十
一
問
紀
を
拓
く
活
力
と
創
造
の
ま

ち
」
の
実
現
を
目
指
し
、
情
報
の
拠
点
「
ハ

イ
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
2
1
」
構
想
を
始
め
、

新
病
院
の
建
設
、
福
祉
活
動
の
か
な
め
と

な
る
福
祉
会
館
の
姓
設
、
大
学
の
設
置
、

乙
川
を
利
川
し
た
リ
バ
ー
フ
ロ
ン
ト
俳
想

な
ど
、
人
と
ま
ち
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

す
る
部
市
づ
く
り
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
市
議
会
で
は
従
米
以
Ｌ
に
現
況
と
社
会

の
動
向
を
見
極
め
、
市
民
の
皆
様
の
英
知

を
い
た
だ
き
福
祉
、
教
育
、
産
業
の
向
Ｌ

の
た
め
効
率
の
高
い
行
財
政
運
営
と
市
民

の
安
全
、
健
康
、
文
化
の
諸
施
策
の
充
実

の
た
め
、
開
か
れ
た
明
る
い
政
治
を
恨
し
、

議
決
機
関
と
し
て
の
使
命
を
米
た
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ど
う
か
本
年
も
市
民
各
位
の
一
川
の
ご

理
解
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

巾
し
Ｌ
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

･

･

■
新
春
を
迎
え
て

゛
　
　
　
　
　
　
県
知
事

　
｀
Ｊ
Ｉ
鈴
木
礼
治

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
県
民
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新
し
い
年
を
お

迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
巾
し

上
げ
ま
す
。

　
県
政
が
皆
様
の
ご
理
解
を
得
て
、
粁
実
に
前
進

し
て
お
り
ま
す
こ
と
を
厚
く
お
礼
巾
し
Ｌ
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
新
し
い
年
は
、
厳
し
い
経
済
状
況
の
中

で
始
ま
り
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
時
期
に
こ
そ
、

こ
れ
ま
で
に
培
わ
れ
て
き
た
地
域
の
総
合
力
が
発

揮
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
基
礎
の
上
に
、
真
に

豊
か
な
社
会
を
築
き
、
さ
ら
に
ニ
ト
ー
世
紀
へ
の

確
か
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
も
っ
て
地
域
の
飛
躍
的
発
艇

へ
確
実
に
つ
な
げ
て
い
く
施
策
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
一
川
力
を
注
い
で
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
特
に
、
急
速
に
逃
展
す
る
高
齢
化
に
的
確
に
対

応
す
る
た
め
、
「
あ
い
ち
８
か
年
福
祉
幟
略
（
仮

称
）
」
を
策
定
し
、
幅
広
い
福
祉
諸
施
策
を
総
合
的

に
展
開
す
る
と
と
も
に
、
国
立
長
寿
医
療
セ
ン
タ

ー
（
仮
称
）
を
核
と
す
る
「
あ
い
ち
健
康
の
森
（
仮

称
）
」
の
整
備
推
進
や
、
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
機
能
拡

充
、
県
立
病
院
・
県
立
各
腫
福
祉
施
設
の
充
実
整

備
を
引
き
続
き
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
文
化
・
教

育
の
振
皿
ハ
に
つ
き
ま
し
て
も
、
昨
年
十
月
に
オ
ー

㎜

鵬

市政だより<*おかざき1993年(平成5年)1月旧＠



市議会議員一同一あけましておめでとうございます

'W- てて■
^'饗?iSKSJw『M

腎^

'　　丿　　　よベ･ ‘　/ド■I.^ヽｊｙjT｀4　｡ご？l'ニ‘jｙベター　｀･'り－/^糾宍

自荒
木
鉄
之
助

和
泉
　
冨
郎

伊
藤
　
文
治

伊
奈
　
秀
兼

大
川
　
時
男

大
久
保
　
正

太
田
　
進
造

岡
崎
　
冨
雄

岡
田

満

岡
村
　
秀
夫

小
野
　
政
明

加
藤
　
繁
行

加
藤
　
増
雄

加
納
　
　
登

八

－田
　
二
郎

河
合
　
信
輝

河
澄

亨

川
澄
　
正
幸

木
全
　
昭
子

小
林
　
邦
夫

近
藤
　
隆
志

佐
伯
　
恒
教

坂
井
　
一
志

渾
　
　
　
豊

深
田
　
貞
二

柴
田
　
隆
弘

柴
田
　
元
良

鈴
木
　
雅
美

中
根
　
　
薫

‐中
根
　
義
一

中
根
巳
代
治

永
田
　
　
寛

広
瀬
　
倉
吉

尾
藤
　
輝
夫

福
尾
　
　
正

前
田
　
正
己

柵
木

三
浦

誠
－
7石

三
島
栄
太
郎

村
越
　
恵
子

米
津
　
春
治

渡
辺
　
五
・

郎

（
五
十
音
順
）

自

プ
ン
し
た
愛
知
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
を
大
い
に
活

川
し
、
愛
知
の
芸
術
文
化
が
人
き
く
花
開
く
よ
う

様
々
な
事
業
展
開
を
図
る
と
と
も
に
、
県
立
大
学

の
移
転
読
図
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
そ

し
て
、
い
よ
い
よ
一
年
後
に
迫
っ
た
「
わ
か
し
や

ち
国
体
」
に
向
け
て
、
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
の
開
催

や
会
場
施
設
の
整
㈲
を
進
め
る
ほ
か
、
伊
勢
湾
・

三
河
湾
な
ど
の
水
質
浄
化
対
策
の
強
化
、
公
園
の

幣
備
な
ど
、
ゆ
と
り
や
潤
い
に
満
ち
た
地
域
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
ま
た
、
中
部
新
田
際
空
港
、
第
二
束
々
‐
・
父
‥
神

高
速
道
跡
、
リ
ニ
ア
中
火
新
幹
線
な
ど
基
幹
的
な

交
通
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
現
に
令
力
を
傾
け
な
が

ら
、
そ
れ
ら
の
効
果
を
生
か
す
便
利
で
安
令
な
県

内
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
産

業
而
で
も
、
新
し
い
科
学
技
術
の
創
出
を
目
指
す

　
「
科
学
技
術
交
流
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
」
構
想
の
推

進
な
ど
産
業
技
術
竹
都
形
成
に
向
け
た
取
り
組
み

に
加
え
て
、
当
面
の
厳
し
い
経
済
状
況
に
的
陰
に

対
応
す
る
中
小
企
業
対
策
の
格
段
の
強
化
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
二
〇
〇
１
　
年
の
開
催
を
目
指
す

万
国
陣
覧
会
に
つ
き
ま
し
て
も
、
基
本
俳
恕
の
策

定
や
一
層
強
力
な
誘
致
活
動
な
ど
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
う
し
た
収
り
組
み
を
積
み
重
ね
な

が
ら
、
こ
の
地
域
に
多
く
の
人
や
モ
ノ
、
情
報
が

集
ま
り
、
多
様
な
活
動
が
展
開
さ
れ
る
全
国
・
僕

界
の
交
流
拠
点
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

　
本
年
も
、
県
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

得
な
が
ら
、
積
極
的
な
県
政
運
営
を
図
っ
て
ま
い

る
考
え
で
あ
り
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

＠



瀾庸公生誕450年祭

家康シンポジウム
一家康の国際感覚－

徳
川
家
康
公
の
生
誕
四
五
〇
年
祭
の
記
念

行
事
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
昨
年
十
一
月
二

日
、
岡
崎
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
の
三

階
で
「
家
康
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

「
家
康
の
国
際
感
覚
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
こ

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
奈
良
本
辰
也
氏

の
基
調
講
演
に
続
き
、
お
よ
そ
二
時
間
に

わ
た
り
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

展
開
し
ま
し
た
。

こ
の
な
か
で
、
従
来
、
比
較
的
地
味
だ
と

さ
れ
た
家
康
の
人
間
性
、
国
際
性
な
ど
が

明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
基
調
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
基
調
講
演

　
歴
史
学
者
　
奈
良
本
辰
也
氏

Ｉ
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

大
正
大
学
学
長

ボ
ン
大
学
教
授

歴女作

史
学

者優家

林
　
　
亮
勝
氏

ペ
ト
タ
ー
・
パ
ン
ツ
ァ
ー
氏

宮
城
谷
昌
光

坪
内
ミ
キ
子

奈
良
本
辰
也

氏氏氏

岡
崎
市
史
編
さ
ん
事
務
局
長
　
岩
月
栄
治
氏

｜

｜

鴫

・

私
と
家
康

岩
月
　
木
目
の
に
題
は
、
家
康
の
国
際
感

覚
レ
る
っ
て
い
ま
す
が
、
家
康
の
国
づ
く

り
・
人
づ
く
り
、
国
際
化
あ
る
い
は
江
戸

時
代
の
評
価
な
ど
に
つ
い
て
、
取
り
混
ぜ

て
ご
協
議
を
お
噸
い
し
ま
す
。

林
　
テ
レ
ビ
で
（
あ
な
た
は
、
家
康
が
良

い
と
↓
。
い
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
：
ｘ
)
>
)
が
い
い

ん
だ
？
」
と
、
聞
か
れ
ま
し
た
。
す
ぐ
に

返
事
が
で
き
な
く
て
、
囚
・
つ
て
し
ま
っ
て

思
わ
ず
「
家
康
は
友
達
で
す
か
ら
」
と
言

っ
ち
ゃ
っ
た
（
笑
）
。
今
‐
は
、
友
達
・
家

康
に
つ
い
て
、
お
話
で
き
た
ら
と
思
っ
て

い
ま
す
。

宮
城
谷
　
実
は
、
仏
か
歴
史
小
説
を
耽
‥
く

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
余
良
泰
先
生
の
お

話
を
聞
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
な
ん
で

す
。
近
ご
ろ
雑
誌
社
に
行
き
ま
す
と
、
「
三

河
の
出
身
な
ん
で
す
か
ら
家
康
と
か
。
三
河

武
士
を
テ
ー
マ
に
お
み
き
に
な
っ
た
ら
ど

う
で
す
か
？
」
言
わ
れ
ま
す
。

パ
ン
ツ
ァ
ー
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
徳
川

の
江
戸
時
代
を
当
時
高
く
評
価
し
て
い
ま

し
た
。
当
時
の
ヨ
ー
ロ
。
パ
は
、
産
業
革

命
の
真
っ
最
中
で
し
た
の
で
、
大
変
お
ご

り
た
か
ぶ
っ
て
お
り
、
白
分
の
1
1
1
2
界
こ
そ

地
球
の
中
心
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
徳

川
時
代
の
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
社
会
構

造
は
、
規
膜
の
大
小
こ
そ
違
い
ま
す
が
よ

く
似
て
い
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
の
日
本

･

7
　
　
」
漕

1 1
講
價
゛
’
」

人
間
・
徳
川
家
康

1.1.;.",家康タンボソ'

才土二二ザザ郎千

奈
良
本
辰
也
氏

　
　
―
♂
Ｊ

し
魂
Ｌ
・
リ

◆
十
九
歳
の
歴
史
学

　
歴
史
を
兄
た
と
き
、
「
十
九
歳
の
歴
史
学
」

が
あ
り
ま
す
。
歴
史
に
登
場
す
る
人
物
が
、

人
生
の
転
機
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
年
齢
が

十
九
歳
と
い
う
の
が
多
い
の
で
す
。

　
家
康
も
例
外
で
な
く
、
長
い
人
質
生
活

を
終
え
た
の
は
、
永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）

の
桶
狭
間
の
幟
い
で
、
今
川
義
元
が
織
田

信
長
に
負
け
た
時
で
す
。
家
康
は
、
当
時

は
元
康
と
い
い
ま
し
た
が
、
大
高
城
か
ら

大
樹
寺
に
入
り
、
こ
の
後
岡
崎
城
に
入
城

し
、
事
実
上
の
主
に
な
っ
た
の
で
す
。
こ

の
時
の
年
齢
が
十
九
歳
な
の
で
す
。

　
最
澄
が
仏
教
界
の
新
境
地
を
開
い
た
時

や
吉
田
松
蔭
が
山
鹿
流
の
師
範
と
し
て
萩

の
明
倫
館
に
出
て
い
っ
た
時
、
ま
た
高
杉

普
４
　
が
松
下
村
塾
に
入
っ
た
時
も
十
九
歳

で
し
た
。
こ
れ
以
外
に
も
ま
だ
あ
り
ま
す

が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
十
九
歳
と
い
う
の

は
、
歴
史
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
て
い
っ

･

鸚
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の
ま
と
ま
り
の
良
さ
は
、
理
想
の
姿
に
映

っ
た
の
で
し
た
。

坪
内
　
私
の
三
英
傑
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
信

長
は
恋
人
に
し
た
い
。
格
好
が
良
さ
そ
う

で
、
短
期
問
な
ら
わ
が
ま
ま
も
我
慢
で
き

る
か
も
（
笑
）
。
秀
吉
は
兄
。
思
い
や
り
が

あ
っ
て
、
か
わ
い
が
っ
て
く
れ
そ
う
だ
し

　
（
笑
）
。
家
康
は
夫
の
イ
メ
ー
ジ
な
の
。
無

難
で
、
家
庭
を
大
事
に
し
て
、
お
給
料
も

高
い
気
が
し
ま
す
（
笑
）
。

林
　
結
婚
す
る
な
ら
家
康
と
言
わ
れ
ま
し

た
が
、
そ
れ
は
ど
う
か
。
信
長
は
「
鬼
の

家
康
」
と
言
い
、
大
久
保
彦
左
衛
門
は
「
勇

み
に
１
む
殿
様
」
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。

戦
に
な
る
と
、
輿
っ
先
に
突
進
し
て
、
馬

の
鞍
が
血
だ
ら
け
に
な
る
ほ
ど
、
こ
ぶ
し

で
た
た
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

坪
内
　
せ
っ
か
ち
と
い
う
こ
と
な
ん
で
し

ょ
う
か
？
考
え
直
さ
な
く
ち
や
（
笑
）
。

林
　
血
気
に
は
や
る
人
の
よ
う
で
す
。
晩

年
に
な
っ
て
忍
耐
強
く
な
り
ま
し
た
が
。

家
康
は
な
ぜ
嫌
わ
れ
る
か
？
と
考
え
る

家
康
は
な
ぜ
嫌
わ
れ
る
か
？
と
考
え
る

と
、
理
山
が
二
つ
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

一
つ
は
、
大
阪
夏
の
陣
で
豊
臣
氏
を
つ
ぶ

し
て
し
ま
っ
た
。
た
だ
、
家
康
は
「
な
ん

‐

･

と
か
秀
頼
、
千
姫
を
助
け
ら
れ
な
い
か
」

と
述
べ
た
と
言
い
ま
す
。
ぽ
く
の
友
達
の

家
康
は
二
人
を
殺
そ
う
と
は
考
え
て
い
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
も
う
一
つ
は
、
「
百

姓
は
生
か
さ
ぬ
よ
う
に
、
殺
さ
ぬ
よ
う
に
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
実
は
、
こ
れ

は
本
多
佐
渡
守
正
信
が
書
い
た
『
本
佐
録
』

の
中
に
あ
る
も
の
で
す
。
た
だ
、
家
康
の

イ
メ
ー
ジ
か
ら
た
ま
た
ま
こ
う
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

　
だ
い
た
い
、
ぼ
く
た
ち
の
や
っ
て
い
る

事
は
た
ま
た
ま
で
あ
っ
て
、
考
え
ど
お
り

に
行
く
わ
け
が
な
い
（
笑
）
。
家
康
さ
ん
だ

っ
て
考
え
ど
お
り
に
行
か
な
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。家

康
の
国
際
性

林
　
彼
は
、
僕
界
に
対
し
て
は
常
識
的
に

動
い
た
よ
う
で
す
。
貿
易
で
き
る
と
こ
ろ

と
は
貿
易
し
て
利
益
を
あ
げ
て
い
る
。
し

か
し
、
勢
力
の
弱
い
琉
球
や
台
湾
に
対
し

て
は
武
力
で
こ
れ
を
取
る
こ
と
を
た
め
ら

わ
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
考
え
か
た
の
な

か
で
、
彼
は
外
国
と
付
き
合
っ
て
い
っ
た

の
で
す
。

パ
ン
ツ
ァ
ー
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
信
長
、

秀
吉
、
家
康
の
三
人
に
つ
い
て
、
か
な
り

同
質
に
兄
て
い
ま
す
。
こ
の
な
か
で
好
感

が
持
た
れ
た
の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
を
保
護

し
た
信
長
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
家
康
の

評
価
も
高
い
の
で
す
。
な
ぜ
な
ら
三
人
の

な
か
で
最
も
成
功
を
収
め
た
人
間
だ
か
ら

で
す
。
ヨ
ー
ロ
″
パ
人
は
成
功
し
た
政
治

･

｜

｜

家
に
は
共
感
す
る
民
族
性
が
あ
る
か
ら
で

す
。

宮
城
谷
　
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
に
秀

吉
が
亡
く
な
り
、
朝
鮮
に
出
兵
し
て
い
た

兵
を
引
き
揚
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

当
時
、
こ
の
刺
鮮
侵
攻
は
、
イ
ラ
ン
の
ク

ェ
ー
ト
侵
攻
と
同
様
に
、
「
‐
本
人
は
な

ぜ
、
川
山
も
な
く
朝
鮮
を
攻
め
る
の
か
？
」

と
、
ア
ジ
ア
規
模
で
の
枇
諭
が
当
然
起
き

て
い
た
は
ず
で
す
。
豊
臣
家
は
引
き
揚
げ

に
際
し
、
何
の
賠
償
も
し
な
か
っ
た
の
で
、

し
り
ぬ
ぐ
い
を
し
て
い
く
の
は
家
康
し
か

い
な
い
ん
で
す
よ
ね
。

　
家
康
が
田
交
の
修
復
作
業
を
し
た
わ
け

で
す
が
、
そ
の
一
つ
に
慶
長
十
二
年
二

六
〇
七
）
の
朝
鮮
通
信
使
を
伏
見
城
に
招

い
て
い
ま
す
。
関
ヶ
原
の
戦
い
を
控
え
て

国
内
の
調
整
も
大
変
む
ず
か
し
い
峙
期

に
、
ア
ジ
ア
的
な
規
匝
で
、
何
と
か
日
本

を
孤
立
化
か
ら
救
お
う
と
し
た
と
こ
ろ
に

も
家
康
の
人
き
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
す
。

奈
良
本
　
確
か
に
家
康
は
積
極
的
に
貿
易

を
し
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
座
長
ト
四

年
に
家
康
の
命
令
で
、
京
郎
の
商
人
が
メ

キ
シ
コ
に
船
を
出
し
て
貿
易
関
係
を
結
ぼ

･

‐

た
年
齢
な
ん
で
す
。

◆
忍
の
時
代

　
で
は
、
十
九
歳
ま
で
の
家
康
は
と
い
う

と
、
た
い
へ
ん
注
意
深
く
生
き
て
い
た
と

思
わ
れ
、
「
忍
」
の
尊
さ
、
強
さ
を
知
っ
た

時
期
だ
と
思
い
ま
す
。
か
つ
て
、
金
沢
に

行
っ
た
時
、
床
の
間
に
大
き
な
「
忍
」
の

字
が
か
か
っ
て
い
る
所
に
案
内
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
水
尾
天
皇
が
書
か
れ
、
前

田
家
に
贈
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
そ
う
で
す

が
、
前
田
家
は
そ
の
「
忍
」
の
一
字
が
示

す
よ
う
に
耐
え
忍
ん
で
、
百
万
石
を
支
え

た
ん
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
は
ど
の

力
が
「
忍
」
に
あ
る
の
で
す
。
家
康
も
き

っ
と
「
忍
」
を
胸
に
秘
め
て
い
た
と
思
う

の
で
す
。

　
そ
の
生
き
方
が
象
徴
的
に
出
た
の
が
、

あ
の
築
山
・
信
康
事
件
で
す
。
最
愛
の
妻

子
を
犠
牲
に
し
て
ま
で
も
、
生
き
て
行
か

ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
運
命
を
背
負
っ
た

の
で
す
。
こ
の
耐
え
忍
ぶ
と
い
う
教
訓
が
、

元
亀
三
年
（
一
五
七
二
）
の
三
方
ヶ
原
の

戦
い
で
す
。
武
田
信
玄
軍
が
浜
松
城
を
素

通
り
し
て
行
っ
た
こ
と
が
、
海
道
一
の
弓

取
り
と
い
わ
れ
た
家
康
に
は
許
せ
な
か
っ

た
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
追
撃
を
し
た
。
し

か
し
、
大
敗
を
喫
し
、
命
か
ら
が
ら
浜
松

城
へ
戻
っ
て
き
た
。
家
康
に
と
っ
て
生
涯

忘
れ
ら
れ
な
い
戦
い
と
な
っ
た
の
で
す
。

◆
家
康
の
運

　
し
か
し
、
こ
の
戦
い
か
ら
家
康
の
人
生

を
見
る
と
、
「
忍
」
だ
け
で
な
く
て
「
運
」

と
い
う
面
も
兄
え
て
く
る
の
で
す
。
そ
れ

＠



う
と
し
て
い
ま
す
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
も
強

圧
的
だ
っ
た
秀
吉
に
対
し
、
大
変
丁
重
な

使
い
を
送
っ
て
い
ま
す
。
秀
吉
の
時
代
は

ル
ソ
ン
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
の
壷
く
ら
い
が

一
番
随
打
ち
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
家
康
は

生
糸
を
コ
ン
ス
タ
ン
ト
な
商
品
と
し
て
確

保
す
る
こ
と
が
目
的
で
し
た
。
こ
れ
は
、

正
常
な
貿
易
関
係
が
成
立
し
な
い
と
で
き

な
い
こ
と
な
ん
で
す
。

　
ま
た
、
ウ
イ
リ
ア
ム
ー
ア
ダ
ム
ス
（
三

浦
安
針
）
が
流
れ
て
米
た
と
き
、
大
阪
に

呼
ん
で
外
国
の
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
聞
き
、

彼
の
技
術
に
信
頼
を
置
い
て
外
国
に
波
れ

る
船
を
造
ら
せ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
見
て

も
十
分
に
国
際
感
党
が
読
み
取
れ
ま
す
。

岩
月
　
家
康
は
信
長
に
ニ
ト
年
。
秀
吉
に

十
八
年
間
行
動
を
と
も
に
し
、
彼
ら
の
背

後
を
じ
っ
と
兄
て
い
て
、
武
力
だ
け
で
は

平
和
な
社
会
は
で
き
な
い
。
だ
か
ら
、
「
文
」

を
も
っ
て
天
下
を
治
め
る
。
そ
う
い
う
発

恕
が
平
和
な
乎
段
の
貿
易
再
開
に
つ
な
が

っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

パ
ン
ツ
ァ
ー
　
家
康
は
外
国
貿
易
に
興
味

を
持
っ
て
お
り
、
メ
キ
シ
コ
に
貿
易
船
を

派
遣
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
船
員
は
、
ス

皿

ペ
イ
ン
の
船
で
一
緒
に
航
海
す
る
こ
と
を

望
ん
で
い
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
両
者

の
問
に
は
不
信
感
が
あ
り
ま
し
た
。
ス
ペ

イ
ン
側
は
日
木
人
の
船
几
を
Ｉ
雁
う
が
、
船

内
の
も
の
や
技
術
を
な
る
べ
く
兄
せ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
た
。
日
本
人
が
技
術
を
習

俳
し
て
し
ま
え
ば
、
日
本
が
メ
キ
シ
コ
と

の
貿
易
を
直
接
や
る
よ
う
に
な
り
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
に
も
乗
り
出
し
て
く
る
だ
ろ
う
と

い
う
不
安
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
両
者
の

思
惑
が
こ
れ
だ
け
違
っ
て
い
た
の
で
、
う

ま
く
は
行
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
、
家
康
が
外
国
と
の
接
触
を
持
っ

て
い
た
と
い
う
証
拠
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
久
能
山
の
洋
時
計
な
ど
は
ス
ペ
イ
ン
か

ら
の
贈
り
物
で
す
。
た
だ
、
家
康
以
後
の
幕

府
の
鎖
国
政
策
に
よ
っ
て
、
徳
川
と
い
う

と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
日
本
の
間
の
断
絶
と

い
う
先
入
観
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

家
康
の
国
づ
く
り

岩
月
　
家
康
の
国
づ
く
り
に
つ
い
て
の
評

価
は
ど
ん
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

林
　
家
康
の
つ
く
っ
た
も
の
が
基
礎
に
な

っ
て
、
そ
れ
か
ら
Ｉ
ア
‐
六
十
年
間
平
和
な

時
代
が
続
い
た
と
い
う
事
実
は
す
ご
い
こ

と
で
す
。
此
の
巾
の
物
事
と
い
う
の
は
、

結
果
は
出
る
け
れ
ど
、
結
果
を
考
え
て
物

事
が
進
ん
で
行
く
よ
う
な
気
が
し
ま
せ

ん
。
ど
う
も
巡
り
合
わ
せ
と
出
会
い
の
な

か
で
、
今
を
精
一
杯
生
き
な
が
ら
半
歩
で

も
一
歩
で
も
光
を
ど
れ
だ
け
見
通
せ
る
か

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

｜

如

･

　
信
長
、
秀
吉
と
続
い
て
く
る
な
か
で
家

康
に
な
っ
た
と
き
、
「
も
う
戦
争
は
嫌
だ
。

平
和
な
時
代
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う

気
持
ち
が
大
勢
を
占
め
て
い
ま
す
。
し
か

も
世
の
中
の
仕
組
み
が
そ
れ
を
定
着
さ
せ

る
た
め
の
上
台
が
で
き
あ
が
っ
て
き
た
。

そ
の
な
か
で
家
康
が
そ
の
方
向
に
半
歩
あ

る
い
は
一
歩
進
め
た
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
す
。

宮
城
谷
　
家
康
の
田
づ
く
り
は
、
漢
の
時

代
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
可
能
性
が
強
い

と
思
い
ま
す
。
秦
の
始
皇
帝
が
出
て
、
人

目
が
半
減
す
る
ほ
ど
の
大
乱
戦
後
の
是
正

策
と
し
て
、
漢
の
高
阻
（
劉
邦
）
は
人
と

土
地
を
密
着
さ
せ
る
政
策
を
と
り
ま
す
。

中
央
政
権
を
目
指
し
た
始
皇
帝
も
信
長
も

武
士
の
土
地
に
対
す
る
愛
符
と
い
う
も
の

を
全
否
定
し
て
い
る
ん
で
す
。

　
家
康
の
発
恕
は
、
土
地
に
愛
着
を
持
つ

農
民
の
介
理
主
義
か
ら
の
も
の
の
よ
う
に

思
え
ま
す
。
農
民
の
合
理
主
義
は
上
地
や

天
峡
、
物
を
育
て
る
と
い
う
も
の
で
、
商

人
の
合
理
主
義
と
は
全
然
違
う
も
の
で
す
。

そ
こ
が
、
三
河
の
根
本
的
な
介
理
主
義
で

尾
張
の
人
間
に
は
わ
か
ら
な
い
も
の
な
ん

･

は
、
ま
ず
、
武
田
軍
が
浜
松
城
を
攻
め
な

か
っ
た
こ
と
で
す
。
も
し
、
攻
め
て
い
た

ら
、
命
は
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。
ま
た
、

本
能
寺
の
変
の
時
も
、
堺
か
ら
伊
賀
越
え

を
果
た
し
た
の
も
連
が
良
か
っ
た
。
そ
の

後
の
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
も
秀
古
軍
は

家
康
軍
よ
り
六
倍
の
兵
力
を
持
ち
な
が

ら
、
家
康
と
和
睦
し
た
。
結
果
的
に
は
家

康
に
運
が
あ
っ
た
の
で
す
。

◆
文
の
時
代

　
さ
て
、
関
ヶ
原
の
戦
い
の
後
、
天
下
統

一
を
果
た
す
わ
け
で
す
が
、
こ
こ
か
ら
の

人
生
で
は
「
文
」
が
見
え
ま
す
。
家
康
は

武
だ
け
で
な
く
、
文
で
天
下
を
治
め
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
だ

か
ら
、
朱
子
学
者
の
林
羅
山
を
登
用
し
、

学
問
と
し
て
定
粁
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
各
地
に
藩
校
が
で
き
、
武
士
道
が
形

成
さ
れ
、
思
想
と
し
て
定
着
を
し
、
い
ろ

い
ろ
な
学
問
の
芽
も
生
ま
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
す
。
な
ぜ
な
ら
朱
子
学
は
徹
底

的
に
物
事
を
考
え
る
学
問
だ
っ
た
か
ら
で

す
。
こ
の
考
え
る
力
が
口
本
中
に
浸
透
し

て
行
き
、
や
が
て
幕
末
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

技
術
が
生
み
出
さ
れ
、
明
治
維
新
を
つ
く

る
原
動
力
に
も
な
っ
た
の
で
す
。

　
徳
川
家
康
の
生
き
方
を
改
め
て
考
え
る

と
、
「
忍
・
連
・
文
」
と
つ
な
が
る
ひ
と
つ

の
人
生
が
兄
え
て
く
る
の
で
す
。

･

鵬
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で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
組
織
の
作
り
方
の

発
想
が
、
信
長
や
秀
吉
と
は
違
う
と
こ
ろ

で
定
着
し
て
い
っ
た
と
考
え
ま
す
。

坪
内
　
に
わ
か
勉
強
を
し
て
き
た
の
で
す

が
、
家
康
は
「
政
治
家
の
公
私
混
同
は
、

も
っ
て
の
ほ
か
」
と
い
う
こ
と
が
書
い
て

あ
り
ま
し
た
。
家
康
は
天
下
と
は
何
事
か

と
い
う
こ
と
を
よ
く
承
知
し
て
い
た
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。

林
　
家
康
は
、
何
か
し
よ
う
と
す
る
と
き
、

ど
こ
か
で
踏
み
止
ま
っ
て
考
え
る
。
ど
っ

ち
が
合
理
的
か
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

人
だ
っ
た
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
二

百
六
十
年
闘
平
和
が
続
い
た
背
景
に
は
、

幕
府
が
所
領
を
多
く
持
つ
シ
ス
テ
ム
を
同

時
に
作
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
れ
が
圧
倒
的

な
力
に
な
っ
た
か
ら
他
の
人
名
が
反
抗
で

き
な
く
な
っ
た
の
だ
と
思
う
。
結
果
論
で

い
う
な
ら
ば
、
先
を
兄
通
し
た
大
き
な
功

績
は
こ
う
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

パ
ン
ツ
ァ
ー
　
そ
の
家
康
の
業
績
と
も
い

え
る
江
戸
時
代
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ど
の

よ
う
に
み
て
い
た
か
と
い
う
と
、
当
時
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
三
十
年
幟
争
と
か
フ
ラ
ン

ス
革
命
と
か
大
き
な
悲
惨
な
戦
い
が
続
い

て
い
た
な
か
で
、
日
本
の
作
り
出
し
た
政

治
体
制
、
社
会
休
制
は
、
た
い
へ
ん
素
哨

ら
し
く
見
え
た
の
で
す
。
そ
れ
を
非
常
に

う
ら
や
ん
で
い
ま
し
た
。

奈
良
本
　
宮
城
谷
さ
ん
が
言
わ
れ
た
よ
う

に
、
「
従
農
主
義
」
を
最
後
ま
で
貫
い
て
い

っ
た
。
八
代
将
軍
吉
宗
も
松
平
定
信
の
寛

●

｜

‐

政
の
改
革
も
家
康
の
理
想
と
し
て
い
た
政

策
を
遂
行
し
て
い
こ
う
と
し
た
。
し
か
し
、

そ
れ
が
で
き
な
く
な
っ
た
か
ら
幕
府
が
つ

ぶ
れ
る
は
め
に
な
る
ん
で
す
。

　
　
も
し
鎖
国
が
な
か
っ
た
ら

坪
内
　
歴
史
で
「
も
し
も
」
と
言
っ
て
も
無

意
味
だ
と
思
い
ま
す
が
、
で
も
聞
き
た
い

ん
で
す
。
例
え
ば
、
鎖
国
を
し
な
け
れ
ば
日

本
は
ど
う
な
っ
て
い
た
ん
で
し
ょ
う
か
。

林
　
鎖
国
と
い
う
の
は
「
川
を
閉
じ
ま
し

ょ
う
」
と
い
っ
て
す
ぐ
に
始
め
た
も
の
で

は
な
い
ん
で
す
。
順
々
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
の

船
は
来
て
は
い
け
な
い
よ
と
か
、
外
圓
へ

行
っ
て
は
い
け
な
い
よ
と
か
、
出
島
に
集

ま
り
な
さ
い
と
か
、
そ
ん
な
こ
と
を
し
て

い
る
う
ち
に
、
結
局
、
交
易
を
す
る
の
は

オ
ラ
ン
ダ
と
中
国
と
朝
鮮
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
鎖
国
令
と
い
う
一
木

の
法
律
で
決
め
た
の
で
は
な
く
、
時
間
の

積
み
重
ね
の
な
か
に
、
国
を
閉
ざ
す
状
態

が
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

宮
城
谷
　
も
し
も
と
い
う
考
え
方
は
、
歴

史
を
楽
し
む
原
点
で
す
。
私
は
、
鎖
国
を

し
て
い
な
け
れ
ば
、
東
南
ア
ジ
ア
で
戦
争

●

が
始
ま
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て

そ
の
終
結
の
後
に
文
化
っ
て
何
だ
ろ
う
か

と
い
う
導
き
に
な
る
。
そ
れ
は
。
人
間
が

ど
う
し
た
ら
幸
福
に
暮
ら
せ
る
か
と
い
う

理
想
形
を
つ
き
つ
め
て
い
く
こ
と
で
、
文

化
の
向
上
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
幸
福
と
か
豊
か

さ
と
い
う
の
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
違
う
は
ず

で
す
。
そ
ん
な
な
か
で
、
日
本
国
民
が
日

本
人
全
体
の
総
意
と
し
て
答
え
を
出
し
た

の
が
あ
の
鎖
国
で
、
決
し
て
幕
府
が
押
し

つ
け
た
の
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

奈
良
本
　
も
し
も
鎖
国
が
な
か
っ
た
ら
と

い
う
と
…
や
っ
ぱ
り
鎖
国
に
な
っ
て
い
た

と
思
い
ま
す
よ
（
笑
）
。
つ
ま
り
、
鎖
国
と

い
う
の
は
慣
習
法
み
た
い
な
形
で
鎖
国
の

状
況
が
生
ま
れ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
そ
れ
が
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
つ
な

が
っ
て
い
っ
た
。
こ
れ
は
、
こ
れ
で
よ
い

の
か
な
（
笑
）
。
そ
の
鎖
国
社
会
の
な
か
で

も
佐
久
間
象
山
の
人
砲
や
大
村
益
次
郎
の

蒸
気
船
は
で
き
て
い
っ
た
。
だ
か
ら
鎖
岡

だ
っ
た
か
ら
だ
と
か
、
鎖
国
で
な
か
っ
た

か
ら
で
は
な
く
、
文
化
は
集
積
し
て
形
を

作
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

坪
内
　
鎖
国
は
上
か
ら
の
絶
対
命
令
な
ん

だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
今
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
て
い
ま
す
（
笑
）
。

パ
ン
ツ
ァ
ー
　
私
た
ち
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴

史
家
の
児
解
は
、
幕
府
が
つ
ぶ
れ
な
か
っ

た
ら
、
明
治
政
府
が
な
か
っ
た
ら
、
近
代

化
は
も
っ
と
ゆ
っ
く
り
で
あ
っ
た
で
し
ょ

う
と
い
う
こ
と
で
す
。
き
っ
と
有
機
的
に

●

●

健
全
に
進
め
ら
れ
て
き
た
は
ず
だ
と
思
い

ま
す
。

宮
城
谷
　
最
近
、
家
康
の
真
の
顔
は
ど
こ

に
あ
る
の
か
を
考
え
ま
す
。
一
つ
の
顔
を

は
ぐ
と
次
の
顔
が
出
て
き
て
、
ま
た
は
ぐ

と
ま
た
次
の
顔
が
出
て
く
る
。
そ
し
て
最

後
は
何
も
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ

が
本
当
の
家
康
で
、
そ
れ
は
「
無
」
な
ん

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
家
康
は
自
分
に
対

し
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
科
し
、
厳
し
く

自
分
白
身
を
規
制
し
て
い
っ
た
人
間
で
あ

る
が
、
そ
れ
は
人
の
た
め
で
あ
り
、
民
の

た
め
で
あ
る
と
い
う
大
き
な
志
の
あ
っ
た

人
で
は
な
い
か
と
結
論
し
ま
す
。

林
　
歴
史
の
発
展
の
な
か
で
、
今
一
番
評

仙
で
き
る
も
の
は
何
か
と
い
う
と
、
や
は

り
「
平
和
」
で
す
。
人
は
残
虐
な
こ
と
も

す
る
し
、
と
て
も
素
哨
ら
し
い
こ
と
も
す

る
性
質
が
あ
り
ま
す
。
幟
争
と
い
う
状
況

が
長
い
問
な
か
っ
た
江
戸
時
代
を
結
果
と

し
て
導
き
出
し
て
き
た
家
康
は
好
き
だ

な
、
友
達
だ
な
と
思
い
ま
す
。

岩
月
　
本
日
は
長
時
間
に
わ
た
り
、
貴
巫

な
お
話
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

＠



陽

地
域
の
話
題
を
紹
介
し
て
い
た
だ
く
「
ま
ち
の
特
派
員
だ
よ
り
」
。

今
号
は
、
Ｊ
Ｒ
岡
崎
駅
周
辺
の
将
来
の
夢
と

上
地
地
区
の
十
年
の
歩
み
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

は
昇
る
・
南
部
の
黎
嚇

南
ブ
ロ
ッ
ク
＾
；
ｌ
原
且
也
さ
ん
（
戸
滴
1
1
）

　
艮
年
に
わ
た
る
地
元
を
中
心
と
し

た
多
く
の
か
た
た
ち
の
努
力
が
実
っ

て
、
平
成
三
年
一
月
Ｊ
Ｒ
岡
崎
駅
東

上
地
区
画
整
理
事
業
が
認
可
さ
れ
、

周
辺
五
十
鈴
に
及
ぶ
広
大
な
街
造
り

へ
の
第
一
歩
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

　
明
治
二
十
一
年
九
月
一
口
「
狐
狸

鳴
く
松
林
を
開
い
て
忽
然
と
出
現
し

た
バ
ラ
ッ
ク
建
て
の
岡
崎
の
停
巾

場
」
（
岡
崎
商
工
会
議
所
五
十
周
年
史

よ
り
）
に
、
汽
笛
一
声
最
初
の
陸
蒸
気

が
走
っ
た
‐
よ
り
百
余
年
。
以
米
岡

崎
は
、
駅
の
立
地
場
所
を
誤
っ
た
兄

本
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
今
こ
の
南
部
に
あ
ふ
れ
る
新
し

い
息
吹
は
、
こ
の
場
所
こ
そ
百
年
先

を
見
通
し
た
先
人
の
正
し
い
選
択
で

は
な
か
っ
た
の
か
、
と
思
わ
せ
る
ほ

ど
の
躍
動
が
あ
り
ま
す
。
「
西
友
岡
崎

店
」
も
開
店
し
ま
し
た
。
平
成
七
年

に
は
、
延
床
而
積
七
万
平
方
む
の
「
ジ

ャ
ス
コ
戸
崎
店
」
も
開
店
予
定
で
す
。

　
陽
は
南
か
ら
と
、
地
元
の
人
は
自

負
し
ま
す
。
商
業
・
住
宅
・
文
化
ゾ

ー
ン
と
整
然
と
整
備
さ
れ
た
中
心
に

は
、
周
辺
都
巾
よ
り
の
人
々
を
も
集

め
得
る
一
大
芸
術
ホ
ー
ル
が
建
て
ら

れ
、
一
流
ア
ー
チ
ス
ト
の
芸
に
満
足

し
た
人
々
は
、
に
ぎ
わ
い
絶
え
な
い

繁
華
街
へ
と
向
か
う
…
。
夢
は
広
が

る
ば
か
り
で
す
。

　
今
、
初
存
の
光
の
中
で
、
南
部
の

輝
か
し
い
二
十
一
世
紀
へ
の
未
米
の

始
ま
り
を
、
地
元
の
人
々
は
、
と
き

め
き
を
も
っ
て
期
待
す
る
心
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。

芹７

鵬

卜

･

･

町
の
象
徴
と
十
年
の
歩
み

竜
而
プ
ロ
。
ク
‘
霞
辺
カ
ツ
エ
見
Ｔ
雲
７
口
）

晩
秋
の

る　し上

里た地I!
＝　　皿　㎜　－

午
後
、
ト
川
年
を
迎
え
た

小
学
校
の
校
門
の
前
に
立
ち
ま

。
右
に
「
友
情
の
木
」
、
た
に
「
ふ

卜
地
」
の
記
念
像
が
夕
‐
に
映

え
て
美
し
く
静
か
に
向
か
い
八
‐
つ
て

い
ま
し
た
。

　
　
「
友
情
の
木
」
は
、
開
校
の
折
、

福
岡
小
学
校
よ
り
贈
肌
さ
れ
、
児
蛮

約
一
石
‐
人
と
共
に
新
校
に
移
っ
て
き

ま
し
た
。
ま
だ
若
木
で
す
が
深
緑
の

伎
を
広
げ
な
か
な
か
の
雄
姿
で
す
。

　
「
ふ
る
里
Ｌ
地
」
像
は
創
立
ト
川
年

の
記
念
で
、
発
展
す
る
郷
上
・
化
み

良
い
町
を
象
徴
し
、
住
民
の
心
の
よ

り
ど
こ
ろ
と
な
る
よ
う
願
い
を
こ
め

て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
十
年
と
い
う
歴
史
は
浅
い
け
れ
ど

‐
々
前
進
す
る
児
童
は
、
先
生
が
た

の
ご
尽
力
で
数
々
の
記
録
を
作
り
ま

し
た
。
な
か
で
も
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は

令
国
大
会
に
四
年
連
統
出
場
し
、
先

乍
・
父
兄
・
学
区
の
皆
様
の
暖
か
い
応

援
で
力
い
っ
ぱ
い
頓
張
り
ま
し
た
。

　
夕
焼
け
に
染
ま
り
始
め
た
佼
舎
を

　
　
　
　
●

あ
と
に
近
く
の
新
名
所
、
人
谷
公
園

の
展
望
台
に
登
り
ま
し
た
。
眼
下
に

広
が
る
街
並
み
を
眺
め
、
昔
を
知
る

私
に
は
目
を
兄
張
る
ば
か
り
の
変
わ

り
よ
う
で
す
。
区
叫
９
理
前
、
Ｌ
地

は
静
か
な
山
村
で
し
た
。
た
め
池
か

ら
引
く
水
で
豊
作
を
翻
っ
て
暮
ら
し

て
い
ま
し
た
。
今
は
池
の
自
然
を
生

か
し
た
公
咽
と
な
り
、
人
谷
の
山
を

水
而
に
写
し
、
「
平
成
の
泉
」
が
勢
い

良
く
水
を
吹
き
Ｌ
げ
て
い
ま
す
。
美

し
い
虹
を
描
い
て
、
輝
く
町
を
象
徴

し
て
い
る
よ
う
で
す
。

こＬ＝－Z漣当
鴫
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●

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
国
は
、
東
西
両

陣
営
の
ど
ち
ら
に
も
属
さ
な
い
中
立

国
で
社
会
福
祉
の
先
進
国
で
あ
り
、

本
市
と
同
じ
花
図
岩
の
上
に
築
か
れ

た
国
土
で
あ
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

昭
和
四
十
三
年
二
月
、
外
務
省
に
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
館
を
通
じ
て
提
携

都
市
の
選
定
を
依
頼
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
同
年
九
月
十
七
‐
ウ
ッ
デ

バ
ラ
市
と
姉
妹
都
市
を
提
携
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ウ
ッ
デ
バ
ラ
市
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

の
西
海
岸
に
位
置
す
る
ブ
ー
ヒ
ュ
ー

ス
レ
ン
県
に
あ
り
、
人
目
は
四
万
六

千
人
、
而
積
は
六
百
四
ト
ー
・
八
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
す
。
人
‐
は
岡

崎
の
七
分
の
一
で
す
が
、
㈲
積
は
約

三
階
で
す
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
第
二
の

都
市
イ
ェ
ー
テ
ボ
リ
ー
か
ら
車
で
一

時
間
。
大
都
市
近
郊
型
の
地
方
の
中

核
都
市
で
あ
る
点
は
、
本
市
と
似
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ウ
ッ
デ
バ
ラ
の
「
ウ

ッ
デ
」
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
で
「
岬
」
。

　
「
バ
ラ
」
は
「
壁
」
を
意
味
し
ま
す
。

岩
盤
の
先
に
あ
る
地
形
か
ら
名
付
け

ら
れ
た
点
で
も
岡
崎
に
似
て
い
ま

す
。

　
市
の
郊
外
に
は
、
自
‥
然
を
損
な
わ

な
い
で
地
形
を
利
川
し
た
住
宅
団
地

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
施
設
が
あ
り
ま

‐

す
。
こ
の
自
然
と
の
共
存
と
美
し
い

町
並
み
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
守
る
環

境
対
策
は
、
本
市
の
都
市
景
観
環
境

条
例
に
反
映
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
充
実
し
た
福
祉
国
家
を
特

徴
づ
け
る
も
の
に
年
金
受
給
者
福
祉

施
設
「
老
人
サ
ー
ビ
ス
ハ
ウ
ス
」
が

あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
自
分
の
こ
と

は
自
分
で
す
る
と
い
う
考
え
方
が
取

ら
れ
て
お
り
、
本
巾
の
年
金
者
住
宅

　
「
ゆ
と
り
の
里
」
を
建
設
す
る
際
に

も
参
考
と
な
り
ま
し
た
。

　
親
善
使
節
団
の
相
互
訪
問
、
児
童

の
絵
幽
展
な
ど
を
通
じ
て
交
流
を
進

め
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
も
お
互
い

が
知
り
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
友
情

を
深
め
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　
秘
書
課
国
際
係
a
2
3
－
６
０
０
６

ｉ
μ

ウッデバラ市の港と町並み

　
今
年
一
年
に
わ
た
っ
て
、
本
市
の
姉

妹
・
友
好
都
市
、
親
善
都
市
、
ゆ
か
り

の
ま
ち
を
紹
介
し
ま
す
。

●

｜

‐

方
言
と
地
方
自
治

市
長
々
根
狐
火

　
「
ほ
だ
ら
あ
」
、
「
行
こ
ま
い
」
、
「
そ

う
し
り
ん
」
、
「
こ
び
そ
」
、
「
や
っ
と

か
め
」
・
：
我
が
愛
す
る
岡
崎
を
中
心

に
し
た
三
河
弁
（
方
言
）
の
数
々
で

あ
る
。
し
か
し
、
最
近
で
は
あ
ま
り

使
わ
れ
な
く
な
っ
た
り
、
忘
れ
ら
れ

か
け
た
り
し
て
い
る
方
言
も
あ
る
よ

う
で
、
何
と
も
寂
し
い
限
り
で
あ
る
。

先
‐
も
秘
書
課
の
若
い
職
員
に
通
じ

な
い
一
二
河
弁
が
あ
り
、
が
っ
く
り
し

て
し
ま
っ
た
。

　
確
か
に
、
テ
レ
ビ
、
新
聞
を
は
じ

め
と
す
る
多
睡
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
の

発
達
は
、
共
通
語
（
ぼ
準
語
）
で
な
く

て
は
川
を
足
せ
な
い
仕
組
み
を
作
り

出
し
て
い
る
。
し
か
し
、
接
近
方
言

に
関
す
る
書
物
や
話
題
を
よ
く
聞

く
。
方
言
を
地
方
の
文
化
と
し
て
と

ら
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
束
京
一

極
集
中
の
象
徴
で
あ
る
共
通
語
に
対

す
る
動
き
と
し
て
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
政
府
は
十
二
月
八
日
の
閣
議
で
。

　
「
地
方
分
権
特
例
制
度
（
パ
イ
ロ
ッ

ト
自
治
体
）
」
の
創
設
を
決
定
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
特
定
の
地
方
自
治
体

に
対
し
て
国
の
許
認
可
、
補
助
金
な

ど
の
審
査
や
中
請
手
続
き
の
迅
速

化
、
簡
素
化
な
ど
を
図
り
、
地
方
分

晰
を
推
進
し
、
個
性
豊
か
な
白
‥
立
し

た
地
域
を
形
成
す
る
こ
と
を
目
的
と

Ｉ

し
た
も
の
で
あ
る
。

　
中
央
官
庁
か
ら
地
方
白
治
休
へ
の

権
限
の
移
譲
、
す
な
わ
ち
「
地
方
分

権
」
は
、
従
来
か
ら
望
ま
れ
て
い
た

も
の
で
あ
る
が
、
今
回
発
表
さ
れ
た

も
の
を
兄
る
限
り
、
人
胆
な
権
限
移

譲
に
な
っ
て
い
な
い
の
を
残
念
に
思

う
。
つ
ま
り
、
佃
性
的
な
ま
ち
づ
く

り
を
行
お
う
と
す
れ
ば
。
ど
う
し
て

も
白
‥
山
に
使
え
る
財
源
が
必
要
で
あ

る
。
今
の
よ
う
な
画
一
的
な
哺
助
金

制
唆
で
は
、
金
太
郎
あ
め
の
よ
う
な

ま
ち
し
か
で
き
な
い
と
思
う
。
ぜ
ひ
、

財
政
的
な
権
限
に
つ
い
て
も
考
慮
し

て
ほ
し
い
も
の
だ
。
と
は
い
え
。
今

回
は
試
行
的
措
置
で
あ
る
が
、
「
特
例

制
度
」
が
創
設
さ
れ
、
地
方
分
権
に

向
け
て
一
歩
踏
み
出
し
た
こ
と
は
、

大
変
意
義
の
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
今

後
の
動
向
を
兄
守
り
た
い
。

　
私
白
身
も
地
方
文
化
の
象
徴
で
あ

る
方
言
を
人
切
に
し
な
が
ら
、
地
方

の
持
つ
特
性
を
生
か
し
た
地
方
自
治

を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
つ
く

づ
く
川
？
つ
。

＠



有
賀
逸
夫
さ
ん

（
剛
歳
・
不
吹
町
）

Ｑ岡
崎
公
園
は

ど
の
よ
う
に

変
わ
る
の
で
す
か
。

　
工
事
巾
の
国
道
１
号
沿
い
を
始
め
、

こ
こ
数
年
は
毎
年
の
よ
う
に
新
し
い

施
設
が
で
き
、
公
園
の
イ
メ
ー
ジ
が

少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ま
す
。
何
か
目
的
と
か
考
え
が
あ

っ
て
の
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

皿

●　ｉ

Ａ城
址
公
園
構
想
に

基
づ
い
て
、
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
岡
崎
公
園
内
に
、
遊
具
や
小
動
物

園
が
あ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
か

た
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
大
規
模
な

公
園
が
少
な
か
っ
た
時
代
に
は
、
和

洋
様
々
な
施
設
が
併
設
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
祁
市
公
咽
の
整
備

を
進
め
る
巾
で
。
小
動
物
園
は
束
公

園
、
遊
具
は
南
公
園
へ
と
移
設
し
、

岡
崎
公
園
を
城
址
に
ふ
さ
わ
し
い
公

園
に
し
よ
う
と
い
う
「
城
址
公
喇
俳

想
」
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
本
丸
川
辺

の
建
物
や
お
堀
は
傑
存
し
つ
つ
、
城

址
に
そ
ぐ
わ
な
い
施
設
を
整
備
し
な

お
そ
う
と
い
う
構
想
で
す
。
平
成
三

年
皮
か
ら
は
国
道
１
り
の
環
境
整
備

に
あ
わ
せ
て
、
散
策
歩
道
、
堀
と
せ

せ
ら
ぎ
、
城
壁
、
そ
し
て
大
手
門
の

姓
設
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
庭
球
場
の
付
近
は
、

地
下
を
駐
巾
場
に
、
そ
し
て
地
上
は

広
場
な
ど
に
す
る
計
画
も
考
え
て
い

ま
す
。

●

公園緑地課

杉山課長補佐

･

本
学
生
選
手
権
大
会
で

連
続
十
一
回
目
の
優
勝
。

愛
知
学
泉
大
学
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　
ト
二
月
に
開
か
れ
た
第
三
十
九
回

全
口
‥
本
学
生
バ
ス
ヶ
ツ
ト
ボ
ー
ル
選

手
権
人
会
（
久
．
Ｌ
）
で
。
優
勝
に
輝
い

た
愛
知
学
泉
人
学
。
安
城
久
短
人
か

ら
父
‥
前
を
変
え
て
初
め
て
勝
ち
取
っ

た
連
覇
で
す
。
部
几
数
は
ト
六
人
と
、

ま
さ
に
少
数
精
鋭
の
彼
女
た
ち
と
木

村
功
監
督
に
お
話
を
同
い
ま
し
た
。

大
会
を
終
え
て
の
感
想
は
。

　
人
差
の
つ
い
た
試
合
も
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
れ
も
一
試
合
一
試
八
‐
を
大

切
に
戦
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

た
だ
。
さ
す
が
に
決
勝
戦
は
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
か
ら
試
合
時
間
が
災
く
感
じ

ま
し
た
。
し
か
し
、
終
わ
っ
て
み
る

と
「
あ
っ
と
い
う
闘
だ
っ
た
」
と
思

え
る
の
は
、
不
思
議
な
も
の
で
す
ね
。

今
年
の
チ
ー
ム
の
特
徴
は
。

　
ず
ば
抜
け
た
選
手
は
い
ま
せ
ん
。

で
も
、
そ
の
分
、
攻
守
の
バ
ラ
ン
ス

が
と
れ
た
チ
ー
ム
だ
と
思
い
ま
す
。

強
さ
の
秘
け
つ
は
「
練
習
」
で
す
か
。

　
そ
う
で
す
ね
。
毎
‐
の
練
習
は
約

五
時
間
ぷ
Ｈ
に
比
べ
る
と
城
く
な
り
、

私
自
身
も
選
手
た
ち
に
対
し
て
や
さ

し
く
な
り
ま
し
た
。
選
手
た
ち
は
そ

う
は
思
っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
が
。

今
後
は
。

　
一
Ｕ
四
‐
か
ら
全
日
本
総
合
と
い

う
、
実
業
団
を
含
め
た
大
会
が
始
ま

㎜

り
ま
す
。
£
月
も
返
Ｌ
で
練
桝
で
す
。

止
Ｈ
に
練
習
が
で
き
る
と
い
う
こ
と

は
幸
せ
な
こ
と
で
す
。
そ
れ
が
強
い

チ
ー
ム
の
証
明
で
す
か
ら
ね
。

監
督
か
ら
一
言
。

　
μ
統
は
つ
く
っ
て
い
く
も
の
。
こ

の
曖
勝
に
満
足
せ
ず
、
未
来
に
向
か

っ
て
頓
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

選
手
か
ら
一
言
。

　
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

ま
ず
、
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
い
た
い

で
す
。
今
後
は
、
監
督
が
安
心
し
て
、

ま
た
、
後
ろ
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
堀
江
部
長
に
も
心
配
を
か
け
な

い
よ
う
な
。
そ
ん
な
試
合
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

繭

大学体育館前にて
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美
保
橋

温

｜

ふ
る
き
を
た
す
ね
て
・
：

　
　
故
　
知

小
美
町
と
保
母
町
の
問
、
二
つ
の
町
を
結
ぶ
よ
う
に
乙
川
に
架
か
る
美
保
橋
。

昔
は
つ
り
橋
だ
っ
た
こ
の
橋
も
、
架
け
替
え
工
事
が
完
成
す
れ
ば
、

長
さ
約
七
十
四
回
、
幅
約
十
二
回
の
近
代
的
な
橋
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

昔
を
語
ら
青
山
佐
市
さ
ん

　
　
　
　
（
9
3
歳
・
小
美
町
）

　
現
在
架
か
っ
て
い
る
美
保
僑
は
、

五
ト
年
ほ
ど
前
に
架
け
ら
れ
た
も
の

で
す
。
そ
れ
以
前
の
美
μ
僑
は
、
つ

り
橋
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
名
鉄
電
車

の
開
通
を
き
っ
か
け
に
、
地
域
の
い

っ
そ
う
の
発
展
を
腿
い
、
昭
和
三
年

ご
ろ
に
架
け
ら
れ
た
と
記
憶
し
て
い

ま
す
。
今
も
橋
の
両
側
に
つ
り
橋
の

名
残
を
示
す
つ
り
台
の
門
柱
が
残
っ

て
い
ま
す
が
、
つ
り
僑
が
架
か
っ
た
と

き
は
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
。

　
つ
り
僑
が
で
き
る
前
は
荷
車
が
通

れ
る
ほ
ど
の
木
橋
、
も
っ
と
昔
は
板

が
渡
し
て
あ
る
程
度
で
し
た
。
雨
が

一
日
中
降
り
続
く
と
、
そ
の
板
が
流

れ
て
し
ま
う
な
ん
て
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
よ
。
私
は
覚
え
て
い
ま
せ
ん
が
、

竹
が
波
し
て
あ
っ
た
時
期
も
あ
っ
た

よ
う
で
す
。
で
す
か
ら
、
今
で
も
芙

新

保
橋
の
こ
と
を
「
小
美
の
竹
橋
」
と

呼
ぶ
か
た
も
い
ら
っ
し
や
い
ま
す
。

　
つ
り
橋
の
近
く
で
よ
く
水
遊
び
を

し
た
も
の
で
す
。
疲
れ
る
と
少
し
上

流
に
あ
る
「
平
朴
」
と
い
う
…
。
仙
や
岸

に
あ
っ
た
松
林
で
日
光
浴
を
し
ま
し

た
。
ウ
ナ
ギ
、
ア
ユ
、
ス
ナ
モ
（
ハ

ゼ
に
似
た
魚
）
な
ど
も
よ
く
捕
っ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
平
…
百
付
近
か
ら

川
砂
利
を
取
っ
て
い
る
人
た
ち
も
い

ま
し
た
ね
。
セ
メ
ン
ト
の
原
料
に
で

も
し
た
の
で
し
ょ
う
。
平
…
‐
は
今
も

残
っ
て
い
ま
す
。
平
岩
を
基
準
に
考

え
る
と
、
川
の
水
位
は
、
廿
も
今
も

変
わ
ら
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
完
成
当
時
は
「
三
河
一
の
つ
り
僑
」

と
い
わ
れ
、
み
ん
な
に
親
し
ま
れ
た

94
●つ

り
橋
も
、
昭
和
十
六
年
ご
ろ
、
ワ

イ
ヤ
ー
が
腐
っ
て
切
れ
、
川
に
落
ち

て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
翌
年

に
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
僑
が
架
け

ら
れ
ま
し
た
。
戦
時
中
で
資
材
の
乏

し
か
っ
た
と
き
で
す
か
ら
、
一
部
は

木
造
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
そ
の
後
、
美
保
橋
は
何
度
も
修
理

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
老
朽

化
が
進
み
。
交
通
量
の
増
加
に
も
対

応
で
き
な
く
な
っ
て
き
た
た
め
、
昨

年
か
ら
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
実

に
五
ト
年
ぷ
り
の
架
け
持
え
で
す
。

　
つ
り
台
の
門
柱
が
な
く
な
る
の
は

少
し
寂
し
い
気
も
し
ま
す
。
し
か
し
、

新
し
い
美
保
ｖ
i
l
は
橋
幅
も
広
く
、
箭

観
も
考
え
た
僑
に
な
る
と
の
こ
と
。

ま
た
、
車
道
の
両
側
に
歩
道
が
で
き

る
と
も
聞
い
て
い
ま
す
。
そ
の
歩
道

か
ら
、
ア
ユ
釣
り
を
楽
し
む
人
た
ち

を
早
く
眺
め
て
み
た
い
も
の
で
す
。

ﾀｷtｊ白

　六大｡･･,･*　　Ｚ;･”

美保橋完成予想図
‐

私
の
イ
ラ
ス
ト

安
田
イ
チ
さ
ん
（
土
井
町
）
の
作
品

金
子
登
さ
ん
（
矢
作
町
）
の
作
品

三
木
道
子
さ
ん
（
仁
木
町
）
の
作
品

●

前号（12月１日号）の答　　八丁みそ

応募総数は71人で、抽選の結果、山本まり子（蓑川aj)、平田サ

エ子（森越町）、杉浦有香（東蔵前町）、加藤奈美子（松橋町）、

岡野登美子（桑谷町）の旨さんに記念品を送ります。

問題：スウェーデンにある姉妹都市名は？　　１月15日(必着)

応募方法　はがきに｢答｣と住所､氏名､年齢､職業を明記のうえ、

〒444 ff!内十王町２丁目９番地岡崎市役所広報課広報係まで。

はがきは一人一葉とし、正解者の５名のかたに記念品を贈呈。
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ま
と
め
て
紹
介
し
ま
す

－
－
―
’
・

私
の
ス
ナ

●お顔のアップ／９､戸｀

ヅ
プ
写
真

　
昨
年
（
ｔ
成
四
年
）
も
、
「
私
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
」
の
コ
ー
ナ
ー
に
、

皆
さ
ん
か
ら
素
敵
な
写
真
を
多
数
応
暮
い
た
だ
き
、
う
れ
し
い
悲
鳴
を
あ

げ
続
け
た
一
年
で
し
た
。
そ
こ
で
今
‥
７
で
は
、
今
ま
で
残
念
な
が
ら
掲
叔

で
き
な
か
っ
た
写
心
ハ
を
い
く
つ
か
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
今
年
も
、
昨
年
同
様
、
皆
さ
ん
か
ら
の
応
分
を
お
什
ち
し
て
い
ま
す
。

●
応
募
方
法
▼
①
住
所
②
氏
名
③
年
齢
を
記
入
し
、
〒
禰
　
市
内
十
王
町

二
丁
目
九
番
地
　
岡
崎
市
役
所
広
報
課
へ
　
（
内
容
の
分
か
る
コ
メ
ン
ト
を

書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
お
子
さ
ん
の
写
真
だ
け
で
な
く
、
家
族

旅
行
や
結
婚
式
の
写
真
な
ど
、
ど
ん
な
も
の
で
も
結
構
で
す
）
。

　
ｙ
φ

■

-
５
-

　
り
７

　
　
一
　
　
ぬ
‘

’
ｌ

Ｓ
｀

Ｓ
ｊ
ｌ

　
　
－
　
―
　
　
　
－

－
　

’
＊
　
　
＊
　
-
。

双

丿
･
-
'
＊
≫
＞
。

　
　
～
’
卜
≫

4ヅ血
井上さくらちゃん(竜美北2丁H)

高木理沙ちゃん（桑谷町）

植松由里加ちゃん喘津町）

中
根
和
人
ち
ゃ
ん

皿

●おめかし

　しちゃった

●

●おすわり
　　じょうず

…
■
-
　
'
／
.
雄
ｔ
は
ち
ゃ
ん

杉
川
鳩
次
ち
ゃ
ん
（
森
越
町
）

へ
1-.

和

川

町

Ｗ

（
新
居
町
）

宮
崎
ｆ
ｅ
'
衣
ち
ゃ
ん

　
　
　
（
針
崎
町
）

址
ｙ
‥
海
理
ち
ゃ
ん
（
康
乍
通
南
）

戸軽美里ちゃん

　(Jl-H･1新町)

畔柳美米ちゃん

采l)＼＼ちゃん(ii.口2丁[Ｄ●２人は
　　　　なかよし

･

㎜

草次俗人ちゃん(fl沖町)権m Mi一ちゃん{井川i≫r)高須勝也ちゃん・溥也ちゃん

　　　　　　　　　(鴨川町)
鵬

市政だよりφおかざき1993年(平成5年)1月1日＠



-

--

山本知佳ちゃん(小呂町)●元気いっぱい、わんぱく盛り

(根石町)
_．一-Ｓ・

　　鈴木康貴ちゃん

川
村
洸
樹
ち
ゃ
ん

・

（
奄
美
中
二
Ｆ
‐
）

■

●
み
ん
な
写
す
よ

　
カ
メ
ラ
見
て
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
屋
浩
章
ち
ゃ
ん

竹
本
清
重
さ
ん
（
上
佐
々
木
町
）
の
作
品

(宮m)大村理恵ちゃん

坂
本
嘉
明
ち
ゃ
ん

（
日
名
南
町
）

石丸友柿ちゃん(中園町)

護衛艦「はまゆき」にて
／’

■

国
安
住
ｆ
さ
ん
御
一
家
（
美
べ
‐
町
）

ぐ

l、

波
辺
泰
基
ち
ゃ
ん

（
屯
笑
中
ミ
．
ｊ
‐
）

●節句のお祝い

ｋ

- ~

｜

■

竹
内
康
浩
さ
ん
（
栄
町
）
の
作
‥
皿

　
　
　
　
　
　
　
奥
殿
陣
屋
に
て

井
上
弘
子
ち
ゃ
ん
（
牧
御
堂
町
）

久野友愛ちゃん（m町)

●

木
ち
ひ
ろ
ち
ゃ
ん
（
井
ノ
口
町
）

／

｀ｊ

成瀬愛ちゃん（針崎町）

半
田
し
お
り
ち
ゃ
ん
（
福
岡
町
）

＠



市市

-　一一一一

民
ス
キ
ー
教
室

民
ス
キ
ー
大
会

　
期
日
　
ス
キ
ー
教
室
＝
２
月
Ｈ
日

南
・
1
2
日
６
　
ス
キ
ー
大
会
＝
２
月

1
3
日
出

　
場
所
　
志
賀
高
原
一
の
瀬
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
ス
キ
ー
場

　
参
加
資
格
　
市
内
在
住
ま
た
は
在

勤
の
か
た

　
募
集
人
員
　
２
月
1
0
日
出
夜
出
発

4
0
人
、
Ｈ
日
俐
夜
出
発
4
0
人

　
種
目
　
①
男
子
大
回
転
青
年
の
部

　
（
2
9
歳
以
下
）
　
②
同
壮
年
の
部
（
3
0

歳
代
の
部
・
4
0
歳
代
の
部
・
5
0
歳
代

の
部
・
6
0
歳
以
上
の
部
）
　
③
女
子

大
回
転
　
④
事
業
所
別
対
抗
（
Ｉ
チ

ー
ム
３
人
）

　
大
会
参
加
料
　
個
人
…
二
千
円
、

事
業
所
対
抗
：
Ｉ
チ
ー
ム
二
千
五
百

円　
費
用
　
1
0
日
伽
夜
出
発
1
4
日
剛
夜

帰
着
（
３
泊
６
食
）
四
万
円
、
Ｈ
日

　
日
時

　
場
所

修
室

　
対
象

鴫

　
受
講
料
　
五
百
円
（
資
料
代
）

　
申
込
方
法
　
は
が
き
に
①
住
所
②

氏
名
③
性
別
④
電
話
番
号
⑤
オ
リ
エ

ン
テ
ー
リ
ン
グ
の
経
験
の
有
無
を
記

入
し
て
、
〒
捌
　
市
内
十
王
町
二
丁

目
九
番
地
　
岡
崎
市
教
育
委
員
会
体

育
課
「
Ｏ
Ｌ
入
門
講
習
会
」
係
ま
で
。

　
申
込
期
限
　
１
月
1
2
日
㈹

　
問
い
合
わ
せ
先
　
太
田
勝
美
（
豊

5
2
‐
｀
ｊ
４
４
１
）

第
Ｓ
回
岡
崎
洋
ラ
ン
展

　
岡
崎
ラ
ン
友
会
で
は
、
カ
ト
レ
ア

シ
ン
ビ
ジ
ユ
ー
ム
、
パ
フ
ィ
オ
ペ
デ

ィ
ラ
ム
な
ど
の
洋
ラ
ン
の
展
示
即
売

会
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
栽
培
の

技
術
指
導
も
行
い
ま
す
。

　
期
間
　
１
月
2
1
日
俐
～
2
6
日
㈲

　
場
所
　
松
坂
屋
岡
崎
店
５
階

－
ｉ

１
月
の
岡
崎
県
民

サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

登県
24民
ｌサ

1 I

８ビ５ス

8 H
７１Ｋナ

11

３
階ヽ-

●
北
方
領
土
パ
ネ
ル
展

　
　
　
　
　
　
　
１
月
８
日
～
1
3
日

■

㎜

●
国
際
理
解
・
国
際
協
力
の
た
め
の

　
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品

　
履

　
　
　
　
　
　
　
　
１
月
2
2
口
～
2
9
日

看
護
職
員
募
集

肘

｜岡ｎ

ａ

篇

職
種

（
上
）

看
護
婦
（
士
）
、
准
看
護
婦

　
対
象
　
①
各
種
免
許
を
お
持
ち
の

か
た
　
②
平
成
５
年
３
月
に
看
護
婦

養
成
所
な
ど
を
卒
業
見
込
み
の
か
た

　
募
集
人
員
　
2
0
人
程
度

　
選
考
内
容
　
面
接
、
書
類
審
査
、

健
康
診
断

　
申
込
方
法
　
①
の
か
た
は
履
歴
書

と
免
許
証
の
写
し
　
②
の
か
た
は
履

歴
書
と
卒
業
見
込
証
明
書
を
、
〒
桐

市
内
若
宮
町
二
丁
目
二
番
地
　
市
立

岡
崎
病
院
庶
務
課
ま
で
郵
送
、
ま
た

は
直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
申
込
期
限
　
１
月
2
9
日
吻

　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｓ

家康館特別記念展

圓

市政だよりφおかざき1993年(平成5年)1月旧ａ

俐
夜
出
発
1
4
日
剛
夜
帰
着
（
２
泊
４

食
）
三
万
四
千
円
（
い
ず
れ
も
大
会

参
加
料
を
含
む
）

　
申
込
方
法
　
市
内
ス
ポ
ー
ツ
店
な

ど
に
用
意
し
て
あ
る
規
定
の
中
込
用

紙
で
申
し
込
み
（
先
芯
順
）

　
申
込
期
限
　
１
月
2
6
日
向

　
問
い
合
わ
せ
先
　
岡
崎
ス
キ
ー
連

盟
　
市
川
武
広
（
容
2
1
－
3
3
3
8
）

‘
―

第
〔
’
〕
回
オ
リ
エ
ン
テ
ー

リ
ン
グ
入
門
講
習
会

１
月
1
7
日
剛

岡
崎
南
公
園
交
通
広
場
研

満
1
8
歳
以
上
の
健
康
な
か



第
５
一

ス作

in

　
募
集
期
問

1
2
日
廊

ト
ル
ア
ー
テ
ィ

　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
－

コ
ン
ク
ー
ル

▲伊藤典子さん(細川小)の作品

　(H1-:年金賞受賞)

１
月
1
5
日
宙
～
２
月

　
対
象
　
三
河
地
区
の
幼
稚
園
・
保

育
園
児
、
小
・
中
学
生

　
題
材
　
自
由

　
作
品
の
種
類
　
個
人
制
作
の
平
面

作
品
（
画
用
紙
四
ツ
切
の
大
き
さ
）

●
ｉ
凰岡崎市の人□

？
皿

1992年12月１日現在

　53人増

　88人増

　141人増

54世帯増

158,804人

157,793人

316,597人

103,486世帯

男
　
女
　
計

世帯数

　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
応
募
方
法
　
学
校
、
園
、
塾
な
ど

団
体
で
の
一
括
応
募
を
原
則
と
し
ま

す
が
、
個
人
応
募
も
可
能
で
す
（
個

人
応
募
と
明
記
）
。
応
募
作
品
に
は
、

所
定
の
応
募
票
を
記
入
の
う
え
添
付

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
応
募
作
品

は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

－一
一－
7

r.T

ｌ －
・
㎜

．皿

-－
-j ■

*
貳

婦
人
悩
み
ご
と
出
張
相
談

　
日
時
　
１
月
2
2
日
吻
　
午
前
1
0
時

～
午
後
４
時

　
場
所
　
市
福
祉
会
館
（
朝
口
町
三

丁
目
一
七
　
a
2
3
‐
8
7
0
5
）

　
内
容
　
夫
婦
、
親
子
、
嫁
姑
、
結

テレホンサービス

だより　QEl－1 1 1 1

ｒらのお知らせ、行事案内
曜日変更）

保健だより　豊El－1 1 IE

　休日緊急当直医、検診のお知らせ、

　健康一ロメモm週月曜日変更)

子どものおはなし　容21－1113

　岡崎の昔話

　　　１月16日～31日

　　｢上和田町の主人を守った犬｣

■

婚
、
離
婚
、

相
談
員

対
人
関
係
な
ど
の
問
題

県
婦
人
相
談
所
の
相
談

員※
　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
．

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

　
相
談
科
目
　
整
形
外
科
、
眼
科
、

耳
鼻
咽
喉
科

　
内
容
　
身
体
障
害
者
手
帳
交
付
の

判
定
と
補
装
具
相
談

　
日
時
　
１
月
2
6
日
㈹
　
●
受
付
＝

耳
鼻
咽
喉
科
・
：
午
前
Ｈ
時
3
0
分
　
整

形
外
科
・
眼
科
・
：
午
後
零
時
3
0
分

●
診
断
及
び
補
装
具
相
談
＝
午
後
１

時
～
３
時

　
場
所
　
福
祉
の
村
友
愛
の
家

　
申
込
方
法
　
あ
ら
か
じ
め
係
へ
電

話
し
て
く
だ
さ
い
。
当
日
の
受
け
付

け
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

外国人登録制度が
変わります

㎜

お事

持業
一一

●用
資
産
を

ち
の
か
た
へ

･

H

4ﾐ

　
あ
な
た
の
事
業
に
使
わ
れ
て
い
る

機
械
、
工
具
、
備
品
な
ど
は
、
事
業

用
償
却
資
産
と
し
て
申
告
さ
れ
て
い

ま
す
か
。

　
償
却
資
産
の
所
有
者
は
、
資
産
の

多
少
、
異
動
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

毎
年
１
月
―
日
現
在
に
お
け
る
資
産

の
状
況
な
ど
を
、
１
月
3
1
ロ
ま
で
に

中
告
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
申
告
用
紙
の
な
い
か
た
、
ま
た
は
申

告
書
の
記
載
方
法
の
わ
か
ら
な
い
か

た
は
、
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

※
　
申
告
書
の
提
出
期
限
は
、
１
月

3
1
日
ま
で
で
す
が
、
月
末
は
受
伺
が

大
変
混
雑
し
ま
す
。
な
る
べ
く
１
月

2
0
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　１月8 日から、外国人登録制度が変

わります。

●永住者、特別永住者(旧協定永住者）

のかたについては、指紋押なつ制度が

廃止され、次回「登録切替」の時には、

署名、家族事項を登録することになり

ます。

●外国人登録ｍ写真のサイズが縦45

‰、横35‰に変わるほか、規格がこれ

までと変わります。

　　　市民課庶務係公23－6137

鏑

＠



平
和
祈
念
事
業
か
ら

時
効
の
お
知
ら
せ

　
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
が
行
っ

て
い
る
事
業
の
中
で
、
次
の
２
つ
の

事
業
の
請
求
期
限
（
３
月
3
1
日
）
が

迫
っ
て
い
ま
す
。

田
　
戦
後
ソ
連
ま
た
は
モ
ン
ゴ
ル
の

　
地
域
に
お
い
て
強
制
抑
留
さ
れ
、

　
日
本
に
帰
還
し
た
戦
後
強
制
抑
留

　
者
ま
た
は
そ
の
遺
族
に
慰
労
品

　
　
（
書
状
・
銀
杯
）
を
贈
呈
し
、
こ

　
の
う
ら
年
金
・
恩
給
な
ど
を
受
給

　
し
て
い
な
い
か
た
に
、
さ
ら
に
慰

　
労
金
1
0
万
円
（
２
年
償
還
の
記
名

　
国
債
）
を
支
給
す
る
事
業
。

閲
　
戦
後
ソ
連
ま
た
は
モ
ン
ゴ
ル
の

　
地
域
に
お
い
て
強
制
抑
留
中
に
死

　
亡
さ
れ
た
か
た
（
帰
還
途
上
死
亡

　
さ
れ
た
か
た
を
含
む
）
の
遺
族
で
、

　
平
成
元
年
９
月
１
日
に
お
い
て
日

　
本
国
籍
を
有
す
る
か
た
に
慰
労
品

　
（
書
状
・
銀
杯
）
を
贈
呈
す
る
事
業
。

　
請
求
方
法
　
ま
だ
請
求
さ
れ
て
い

な
い
か
た
は
、
市
役
所
援
護
助
成
課

援
護
係
で
請
求
書
を
受
け
取
り
、
必

要
な
書
類
を
添
え
て
、
〒
1
1
2
　
東
京

都
文
京
区
大
塚
五
上
ニ
ー
一
三
「
平

和
祈
念
事
業
特
別
基
金
業
務
第
２

課
」
ま
で
直
接
送
付
し
て
く
だ
さ

い
。

　
問
い
合
わ
せ
先
　
平
和
祈
念
事
業

特
別
基
金
　
業
務
第
２
課
容
0
3
－
3

9
4
5
－
4
7
0
1
）

受亦１

十
字
の
講
習
を

け
て
み
ま
せ
ん
か

昔日

23赤
！岡
６崎
１市
４地
５区
　一
　援
　護
　助
　成

　課
　内　－

　
講
習
内
容
　
①
基
礎
家
庭
看
護
法

＝
万
一
病
人
が
で
き
た
時
の
家
庭
で

の
看
護
の
仕
方
や
疾
病
予
防
に
つ
い

て
（
1
5
時
間
）
　
②
幼
児
家
庭
看
護

法
＝
育
児
に
対
す
る
知
識
と
事
故
が

起
こ
っ
た
時
の
于
当
て
な
ど
（
1
2
時

間
）
　
③
老
人
家
庭
石
護
法
＝
老
人

の
健
康
に
関
す
る
知
識
と
看
護
に
つ

い
て
（
1
2
時
間
）

　
受
講
人
員
　
2
0
～
3
0
人

　
受
講
料
　
無
料

　
問
い
合
わ
せ
先
　
援
護
助
成
課
援

護
係
a
2
3
－
6
1
4
5

被
爆
者
が
ん
検
診

　
が
ん
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
の

た
め
に
、
年
１
回
が
ん
検
診
を
受
け

て
安
心
し
た
毎
日
を
送
り
ま
し
よ
う
。

　
対
象
　
被
爆
者
健
康
手
帳
ま
た
は

健
康
診
断
受
診
者
証
を
お
持
ち
の
か

た　
検
査
内
容
　
胃
が
ん
、
肺
が
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

乳
が
ん
、
子
宮
が
ん
、
大
腸
が
ん
、

多
発
性
骨
髄
腫
の
６
項
目

　
問
い
合
わ
せ
先
　
岡
崎
保
健
所
ａ

一
″
　
　
－
2
5
0
1

石
油
機
器
技
術
管
理
士
試
験

　
日
時
　
３
月
２
日
㈲
・
３
日
南

午
前
９
時
～
午
後
６
時

　
対
象
　
石
油
燃
焼
機
の
点
検
整
備

（
設
置
・
販
売
）
業
務
に
従
事
す
る
者

　
受
講
料
　
一
万
六
千
四
百
八
十
円

　
再
講
習

　
日
時
　
３
月
４
日
困
　
午
前
９
時

3
0
分
～
午
後
５
時

　
対
象
　
石
油
燃
焼
機
器
点
検
整
備

士
ま
た
は
石
油
燃
焼
機
器
上
級
点
検

整
備
士

　
受
講
料
　
八
千
七
百
五
十
円

　
共
通
事
項

　
場
所
　
岡
崎
商
工
会
議
所

　
定
員
　
1
5
0
人

　
申
込
期
間
　
１
月
８
日
圀
～
２
月

４
日
俐
（
先
着
順
）

　
申
込
場
所
　
〒
1
5
0
　
東
京
都
渋
谷

区
束
ニ
ー
二
四
一
二
　
聊
日
本
石
油

燃
焼
機
器
保
守
協
会
ま
た
は
岡
崎
市

消
防
本
部
（
案
内
書
、
申
請
書
は
消

防
本
部
予
防
課
に
あ
り
ま
す
）

※
　
従
来
の
石
油
燃
焼
機
器
点
検
整

備
士
が
制
度
変
更
に
伴
い
、
消
防
庁

認
定
の
石
油
機
器
技
術
管
理
上
の
称

号
に
な
り
ま
し
た
。

●

‐

消
防
設
備
士
講
習
会

　
日
時
　
２
月
1
5
日
囲
～
1
7
日
困

午
前
1
0
時
～
午
後
５
時

　
場
所
　
県
産
業
貿
易
館
西
館

古
屋
市
中
区
）

八名

　
対
象
。
消
防
設
備
士
免
状
（
第
３

類
及
び
第
５
類
を
除
く
）
の
交
付
を

受
け
て
い
る
か
た
で
、
交
付
日
か
ら

２
年
以
内
ま
た
は
受
講
日
か
ら
５
年

以
内
の
か
た
。
な
お
、
免
状
の
交
付

後
、
講
習
を
受
け
ず
に
２
年
を
超
え

て
い
る
か
た
、
ま
た
は
受
講
日
か
ら

５
年
を
超
え
て
い
る
か
た
は
、
免
状

の
返
納
命
令
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
必
ず
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
込
方
法
　
１
月
1
8
日
囲
ま
た
は

1
9
口
吻
に
県
庁
西
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー

へ
。

給
水
装
置
」
工
事
責
任
技
術

者
・
配
管
技
能
工
試
験

　
日
時
及
び
場
所
　
２
月
４
日
俐

筆
記
試
験
＝
午
前
1
0
時
、
勤
労
文
化

セ
ン
タ
ー
第
２
研
修
室
　
実
地
試
験

＝
午
後
１
時
、
水
道
局
資
材
事
務
所

　
（
竜
美
台
一
丁
目
）

　
願
書
の
交
付
　
１
月
５
日
脚
か
ら

市
役
所
水
道
局
庶
務
課
で
交
付

　
願
書
受
付
期
間
　
１
月
Ｈ
日
間

～
１
月
2
5
日
㈲
（
た
だ
し
、
日
曜
、

祝
日
及
び
第
４
土
曜
日
を
除
く
）

●

住宅資金など
の融資

‾ヱーｺ暁itz:/φ≪こ－－
　　の融資

　　皆さんの生活の安定に役

　立つよう、右表の資金をぉ

　貸ししています。

　常時．受け付けています

　ので、ぉ気軽にどぅぞ。

　　　　自治課市民相談係

　　　　Q23－6492

制度名 対　　　象 限度額 利率 期間 保証人 担保 取扱金融機関

住宅資金

建築 新築J曽築、改築など 600万円

年5-7% 20年
2人または

保証保険
要

岡崎信用金庫
市内本支店

愛知労働金庫
岡哨支店

東海銀行
市内各支店

譲渡
中古(土地付) 600万円

分譲（土地付） 800万円

宅　　　　地 600万円

'Jlm旨 住宅をかさあげするとき 200万円 年5.2％ 10年 ２人 要

岡崎信m金庫

本　　店

既設不良塀の改良のとき 50万円 年5.0％ ３年 信用保険 不要

生活資金
災害､病傷,結婚､出m､死亡、

入学、住宅修繕又は生活必需
品の使途で一時的に資金綱達

が困難なかた

50万円

年5.0％

５年 信用保険

不要

Ｐ町 30万円 ３年 １人

●

市政だよりφおかざき1993年(平成5年)1月旧＠



●

交
通
安
全
標
語
優
秀
作
品
の
発
表

　
昨
年
秋
の
募
集
に
2
1
5
人
3
4
4
点
の
応
募
が
あ
り
、
優
秀
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
。

Ａ
最
優
秀
賞
Ｖ

自
転
車
に
　
乗
っ
た
ら
　
ぼ
く
も
連
転
１
　
　
　
　
竹
田
　
幸
広
さ
ん
（
大
西
町
）

早
め
の
出
勤
ゆ
と
り
の
運
転
い
つ
も
心
に
安
令
ベ
ル
ト
　
永
原
　
浩
晃
さ
ん
（
百
々
町
）

あ
げ
た
手
に
　
一
目
。
停
止
の
　
噌
り
物
　
　
　
　
細
井
ち
よ
こ
さ
ん
（
縁
丘
二
丁
口
）

Ａ
優
秀
賞
Ｖ

ゆ
ず
る
笑
顔
に
こ
た
え
る
会
釈
　
ル
ー
ル
守
っ
て
安
令
運
転

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
田
　
勇
夫
さ
ん
（
大
和
町
）

無
事
故
と
は
　
我
が
家
が
誇
れ
る
　
り
っ
ぱ
な
財
産
　
吉
岡
　
良
成
さ
ん
（
日
名
山
町
）

横
断
歩
道
波
る
子
供
に
や
さ
し
い
笑
顔
　
い
つ
も
あ
な
た
は
安
全
運
転

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榛
葉
　
昌
樹
さ
ん
（
福
岡
町
）

Λ
佳
作
Ｖ

あ
り
が
と
う
　
も
一
度
確
か
め
　
は
い
横
断
　
　
蜂
須
賀
一
敏
さ
ん
（
秦
梨
町
）

締
め
て
安
全
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
っ
て
安
心
車
間
距
離
　
佐
藤
　
利
枝
さ
ん
（
石
神
町
）

ゆ
っ
た
り
運
転
し
っ
か
り
確
認
　
み
ん
な
で
築
く
安
令
道
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
西
　
道
昌
さ
ん
（
本
宿
町
）

小
さ
い
単
小
に
大
き
な
マ
ナ
ー
　
乗
せ
て
無
事
故
の
青
春
ロ
ー
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
谷
　
国
朝
さ
ん
（
不
吹
町
）

ゆ
と
り
持
ち
　
ゆ
ず
る
心
に
　
事
故
は
な
し
　
　
山
本
　
　
章
さ
ん
（
明
人
寺
町
）

麗皿I

粗大ごみと

使用済み乾電池の収集
　　　中央クリーンセンター昔22－1153

●　各町で決められた粗大ごみ持ち寄

　り場所へ、収集ロの午前8 時o分ま

　でに持ち出してください。

　〈出してはいけない物〉

　事業系ごみ、タイヤ、バッテリー、オ

　－1ヽバイ(50cc以下を除く)､大型農機

　具、プロパンボンベなどの危険な物

‐

１
１
１

お
か
ざ
き
世
界
子
ど
も
美
術

博
物
館
の
臨
時
休
館
日

　
　
　
　
　
　
豊
5
3
－
３
５
１
１

１
休
館
日
・
：
１
月
1
2
日
脚

‐
ｌ
ｔ
－
ｉ
・
ｌ

　
ご
寄
付
・
ご
寄
贈
あ
り
が
と
う

　
ご
ざ
い
ま
し
た
（
敬
称
略
）

●
社
会
福
祉
協
徽
会
善
意
銀
行

▼
岡
崎
友
の
会
▼
働
く
婦
人
会
館
ふ

れ
あ
い
グ
ル
ー
プ
▼
西
田
イ
ナ
▼
日

本
同
盟
基
督
教
団
愛
宕
山
教
会
婦
人

会
▼
鈴
木
庚
太
郎
▼
中
部
サ
ン
ク
リ

ー
ン

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
基
金

▼
Ｊ
Ａ
岡
崎
市
青
年
部
六
ツ
美
支
部

▼
日
本
生
命
労
働
組
合
▼
大
樹
園
友

の
会
▼
グ
ル
ー
プ
フ
ロ
リ
ア
ー
デ
▼

愛
知
ト
ヨ
タ
自
動
車
㈱
▼
愛
知
教
育

大
学
付
属
岡
崎
中
学
校
３
年
Ｂ
組
▼

岡
崎
マ
ジ
ッ
ク
愛
好
会
▼
ガ
ラ
ス
工

芸
▼
岡
崎
あ
ゆ
ち
の
会
▼
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ヤ

ン
グ
モ
ニ
タ
ー
・
レ
デ
ィ
Ｇ
Ｏ

‐

cΛr＼ミクス､でヽご覧くだ似

１月１日～1月17日

パブリックチャンネル

番　組　内　容

収集日 収集町名

I6日1±) 中園、薗越ユニチカ

18日1月）渡上、渡下、西本郷

19日肉 橋目本町、嘴目中町、小針

20日湘 宇頭、西大友

21日南 東大友、船越、森越

22日面 北野

23日出 東阿知和、西阿知和、東蔵前北

25印月｝ 細川、仁木団地

26日脚 桑原、北斗台北、宮石、川向

27日南 奥山田、北斗台南

28日俐 仁木、岩津天神、仁木川越

29日童 八ッ木、岩津

30日出
日影、渡通津、上奥殿、中奥殿、

下奥殿

■

12:00:いき／いき／おかざきピープル(再)
　？　・叶l(l|)＝家ほシンポジウム①、
13:00

：　5U('W
＝同②6ii冰o＝岡崎の

　　　：　、、－モエー6､7ii床＝同②

18:30:まちの話題　晦日のニュース
　？　:市民便利帳　ボランティア活動
18:50:お知らせ

12:00 jちの話題総集編
　　　・　１日嘲＝教介、2I|巾＝産業、
　？　：　３[|(10=その他

12:20:いき／いき／おかざきピープル(再)
　　　：　１｢]吻＝中学咬総合体育人会■、
　？　:　21l!l:)=|.i]②、3日収＝奘中･矢作
13:20:　中吹炎楽部ジョイントコンサート

　　　:　(1月１日査)のみ、13:00までの放送]
-

鐘※いき./いき／おかざきピープル

　　　岡･埼膏楽家1寫会

　　　特別演炎会①

　　　　　９日出　　　　　｜

18:30 :まち(7)帑卯ｳｲｰｸﾘｰ1

　　　　　17日日

,1‘いき./いき/おかざきピープル

　　　岡崎抒楽家|鵬会

　　　特別演炎会②

　？　ｉ　I迦間のニュース

19:00 ･市民便利慢
　　　：　ボランティア活動

　　　:テレビ施設めぐり
　　　：　スポーツガーデン
　　　:お知らせ

黒陽二

iお知らせ

●

翌翌≒

　『ツ鸞7

18:30 :まちの話題ウイークリー

　？　：　l迦間のニュース

19:00 ･市民便利慢
　　　：　教介文it賞

　　　:テレビ施設めぐり
　　　：　スポーツガーデン

　　　:お知らせ

１

－

18:30:り叫唄
毎日のニュース

　
賞

帳
叱

利
文

便
育
‘

民
教
‘

18:50 1市」

献|fll.にご＼ti力ください

　　　　　　岡崎地区献血推進協議会

　　　　　　事務局援護助成課援護係

　　　　　　　　　　a23　6145

献血日程

月一日(曜) 時　間 場　所

１月６日南
10:00～15:30 岡崎市役所

10:00～15:30 市立＼S]崎病院

13日水 10:OD～15:00 ﾌ>ﾝり-ﾝΞづ躬か

15日翻 10:00～i5.00 セルビ西広場

31日IB1

10;00～12:00 生平学区こどもの家

13:3D～15:30 秦梨小学収

:お知らせ

・
・
・
Ｉ

u月曜日～土曜日は］8時30分から新しい内容になります。

'.･･土曜日･日曜日放送の番mは､図Ul館で貸し出しています。

□岡崎献血ルーム

　　　　　　　(シビコ５階萱25－6844)

･受付時間10:00～12:30、14:00～17:30

(成分献血は10:00～12:00、14:00～16:30)

･休日　毎週木曜日、１月１口～３日

＠



ｒ　ヽ

　蛎

皿

｜

水質調査をする子どぢだ

ｰ－　　　－..－－iiら

･

川を守るために
－

井田小学校６年３組研究発表より

　
岡
崎
青
年
会
議
所
が
市
内
の
小
学

校
三
十
二
校
に
呼
び
か
け
て
行
っ
た

　
「
水
生
生
物
に
よ
る
水
質
調
査
」
の

報
告
発
表
会
が
、
昨
年
の
十
一
月
二

十
九
日
勤
労
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
調
査
結
果
と
し
て
、
ど

の
川
も
上
流
域
は
、
ほ
ぼ
き
れ
い
だ

が
都
市
部
で
は
汚
染
度
が
高
く
な
る

傾
向
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
調
査
結
果
を
発
表
し
た

井
田
小
学
校
は
水
質
調
査
に
と
ど
ま

ら
ず
「
な
ぜ
川
は
汚
れ
て
し
ま
っ
た
の

か
、
川
を
汚
さ
な
い
よ
う
に
す
る
に

は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
」
ま
で
踏
み

込
ん
で
研
究
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
今
回
は
井
田
小
学
校
六
年
三
組
の

研
究
発
表
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

・
な
ぜ
伊
賀
川
の
水
は
汚
れ
る
の
か

　
水
生
乍
物
の
水
質
訓
査
を
し
た
絣

米
、
井
川
小
学
校
の
近
く
を
流
れ
る

伊
賀
川
の
水
は
イ
ト
ミ
ミ
ズ
な
ど
が

住
む
、
人
変
汚
い
水
で
あ
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
こ
か

ら
わ
ず
か
二
ｊ
Ｌ
流
の
水
は
サ
ワ
ガ

ニ
な
ど
の
住
む
、
き
れ
い
な
水
で
す
。

　
そ
こ
で
、
ど
う
し
て
伊
賀
川
の
水

が
汚
れ
て
し
ま
っ
た
か
を
号
え
て
み

ま
し
た
。

　
ま
ず
、
私
た
ち
の
家
か
ら
出
た
生

活
排
水
は
ど
こ
へ
行
く
の
か
調
べ
ま

し
た
。
井
田
学
区
に
は
約
四
ｒ
四
ト

軒
の
家
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
約
二
１
　

五
μ
軒
の
家
の
生
活
排
水
は
ド
水
道

㎜

●

㎜

を
通
っ
て
八
帖
の
ド
水
処
川
場
に
行

き
ま
す
。
残
り
の
約
。
ぺ
・
八
賢
千
丘
パ
［

川
ト
軒
も
の
家
の
乍
活
排
水
が
そ
の

ま
ま
伊
竹
川
に
流
れ
こ
ん
で
い
る
の

が
分
か
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
１
‐
！
‐
‐
‐
・
‐
ｉ
・
・
ｌ
－

［
な
旧
が
川
を
汚
す
の
か

　
ｌ
　
ｉ
ｌ
－
１

　
魚
が
住
め
る
水
に
す
る
に
は
天
ぷ

ら
油
を
た
っ
た
牛
乳
ビ
ン
に
一
本
分

を
捨
て
た
だ
け
で
、
一
こ
‐
ご
の
湯
船

に
。
］
ニ
ト
三
杯
も
の
水
が
必
要
だ
そ

う
で
す
。
そ
れ
で
は
、
そ
ん
な
に
水

を
汚
す
油
を
家
庭
で
は
ど
う
処
川
し

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
は

バ
‥
軒
の
家
に
ア
ン
ヶ
Ｉ
ト
を
行
っ
て

訓
べ
て
み
ま
し
た
。

る

ー

ﾍﾍ｀へ

　　＼

　　　＼

　　　　　　'＼

　　　　　　゛｀●

そのまま流す4人

吸わせて捨

てる　10人

もう一度使う

12人

牛乳パックに入れて

ゴミに出す　　15人

　
次
に
野
菜
い
た
め
な
ど
で
残
っ
た

油
を
ど
う
し
て
い
る
か
と
い
う
質
問

に
対
し
て
、
百
人
中
拭
き
収
っ
て
捨

て
る
と
答
え
た
人
が
八
ト
ー
人
。
流

●
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・

す
と
答
え
た
人
が
十
六
人
で
し
た
。

　
量
の
多
い
油
は
、
ほ
と
ん
ど
の
人

が
固
め
て
捨
て
た
り
、
布
や
紙
な
ど

で
吸
い
取
っ
て
捨
て
た
り
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
で
も
、
そ
の
ま
ま
流
し
て

し
ま
う
人
も
四
人
い
ま
し
た
。
い
た

め
物
な
ど
で
残
っ
た
少
量
の
油
だ

と
、
そ
の
ま
ま
流
し
て
し
ま
う
人
が

十
六
人
も
い
ま
し
た
。
少
し
の
油
だ

か
ら
い
い
や
と
思
わ
ず
に
、
き
ち
ん

と
拭
き
取
っ
て
捨
て
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

　
川
を
汚
す
も
の
は
油
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
伊
賀
川
に
も
洗
剤
や
せ

っ
け
ん
の
泡
が
た
く
さ
ん
浮
い
て
い

る
所
が
あ
り
ま
す
。
水
を
汚
さ
な
い

研究発表する子どもたち

　｢研究したことをお母さんに話し、川にゴミな

どが流れないよう水切りネットをつけました｣

　｢私の家では、お米のとき汁を植木にやり、流

さないようにしています｣

｜

●

洗
剤
は
な
い
の
か
調
べ
て
み
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　
合
成
洗
剤
に
は
普
通
、
直
鎖
ア
ル

キ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
　
（
Ｌ
Ａ
Ｓ
）
と
い
う

薬
品
が
入
っ
て
い
ま
す
。
Ｌ
Ａ
Ｓ
は

泡
を
作
っ
た
り
。
汚
れ
を
落
と
し
た

す
る
も
の
で
す
。
で
も
分
解
性
が
悪

い
こ
と
が
問
題
点
で
す
。
使
っ
た
洗

剤
が
分
解
し
き
れ
ず
に
川
に
残
っ
て

し
ま
い
。
川
や
湖
・
海
な
ど
の
動
植

物
に
悪
い
影
響
が
あ
り
ま
す
。

　
天
然
せ
っ
け
ん
は
合
成
洗
剤
と
比

べ
て
短
期
問
で
完
全
分
解
し
、
川
に

残
ら
ず
安
令
性
は
バ
ッ
タ
ン
で
す
。

人
然
せ
っ
け
ん
は
、
入
間
や
環
境
に

優
し
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

汚
れ
の
落
ち
方
に
違
い
が
あ
る
か

　
〈
‐
成
洗
剤
と
人
然
せ
っ
け
ん
で

は
．
汚
れ
の
・
落
ち
方
が
ど
う
違
う
か

実
験
し
ま
し
た
。
ご
一
枚
の
ぞ
う
き
ん

に
汚
れ
を
つ
け
、
合
成
洗
剤
と
Ｌ
Ａ

Ｓ
の
入
っ
て
な
い
合
成
洗
剤
と
天
然

せ
っ
け
ん
で
洗
っ
て
み
ま
し
た
。
や

は
り
合
成
洗
剤
は
、
良
く
汚
れ
が
落

ち
ま
し
た
。
人
然
せ
っ
け
ん
も
。
と

て
も
良
く
落
ち
ま
し
た
。
Ｌ
Ａ
Ｓ
の

入
っ
て
な
い
八
日
成
洗
剤
は
少
し
汚
れ

が
残
っ
て
い
ま
し
た
。
合
成
洗
剤
と

天
然
せ
っ
け
ん
は
同
じ
く
ら
い
汚
れ

が
落
ち
て
い
ま
す
。
同
じ
よ
う
に
落

ち
る
の
な
ら
、
人
間
に
も
環
境
に
も

優
し
い
天
然
せ
っ
け
ん
を
使
う
よ
う

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

‐

自分たちでできることは

｜

-、　　私たち６年３組が今回の研究を行
　１　

つて感じたことは、生活排水が伊賀

　　　川を汚しているということです。一

　　　人ひとりが気を付ければ、汚れを少

●

しでも止めることができると思いま

す。川の水をきれいにするために、

自分たちでできることをまとめてみ

ました。

●油などを直接流さない

●自然に優しいせっけんを使う

●洗剤やシャンプーを使い過ぎない

●流しの排水口に水切りネットを付

けゴミが流れないようにする　など

　家で簡単にできることばかりです。

私たちだけで、できることではあり

ません。川の水をきれいにするため

大人も協力してほしいと思います。

６年３組のみなさんと担任の松野先生

　｢アンケートをしにマンションに行っても家

の人がいなくて大変でした｣

　｢研究をビデオを撮りましたが、失敗ばかり｣

＠
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市民駅伝競走大会

ぉもな交差点通過予定時刻

ィ　東公園南信号交差点 10:05

口　備前屋前信号交差点 10:10

/＼　石神信号交差点し0:17

一
一 伊賀町信号交差点　IO:I9

ホ

ヘ

葵町信号交差点J 10:20

美矢非情東

天白南信号交差点

,10:48

　10:57ト

チ；体育館西信号交差点 10:59

リ，戸崎新町信号交差点 I｜:00

ヌ 羽根信号交差点 川;07

　㎜㎜|目:09
ル
ー
　ヲ

出光G S信号交差点

日清紡美合西信号交差点 川：14

寸 欠町駒場信号交差点 目:30

l＝全面通行禁ｊ
　　　　走行片價:j通行禁止

※進路を変更する交差点で

は、短時間全面通行禁止と

なることがあります｡

つ…中学校の部中継所

△…一f)S･高校の部中継所

一一一一　一一一一一
一一一一
　ス

・編集と発行

交通規制のお知らせ

㎜㎜㎜　　　　　■　　--　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ﾐ　　Ｊ

守ろうルール

岡崎市市長公室広報課　〒444岡崎市十王町２丁目９番地 容(0564)23－6033

＠
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